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令和５年第１回知内町議会定例会（２日目） 

 

◎ 招集年月日   令和５年３月８日（水） 

◎ 招集の場所   知内町役場 議場 

◎ 開 会 日 時   令和５年３月８日（水） 午前９時３０分 

◎ 閉 会 日 時   令和５年３月８日（水） 午後１時３０分 

 

◎ 出 席 議 員 

   １番  成 澤 五 郎      ６番  吉 田 峰 一 

   ２番  笠 松 悦 子      ７番  五十嵐 捷 爾 

   ３番  松 井 盛 泰          ８番  木 村   一 

   ４番    城 地 秀 樹      ９番    谷 口 康 之 

    ５番  山 田 顕 人     １０番  伊 藤 政 博 

 

◎ 会議録署名議員   １番  成 澤 五 郎   ２番  笠 松 悦 子 

 

◎ 欠 席 議 員    なし 

 

◎ 地方自治法第１２１条第１項の規定により説明のため出席した説明員 

   町 長  西 山 和 夫 

   副 町 長  大 野  樹 

   総 務 課 長  西 野 俊 一 

   生 活 福 祉 課 長  高 田 正 志 

   保 健 セ ン タ ー 長 （高 田 正 志） 

   地域包括支援センター長  笠 松 さおり 

   税 務 会 計 課 長  南  一 貴 

   産 業 振 興 課 長  三 原 知 明 

   政 策 調 整 課 長  長 谷 川 将 之 

   建 設 水 道 課 長  佐 藤 和 人 

   教 育 長  堂 下 則 昭 

   教育委員会事務長  森 永   茂 

   スポーツセンター長 （森 永   茂） 

   知内高等学校事務長  南  和 敏 

   学校給食センター長 （森 永   茂） 

   代 表 監 査 委 員  西 内 貞 治 

 

◎ 本会議に職務のため出席した者の職氏名 

   議 会 事 務 局 長  佐 藤 辰 治 

   議 事 係  高 田 貴 明 
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令和５年第１回知内町議会定例会議事日程 

 

（第２号）          令和５年３月８日（水）午前９時３０分開議 

日 程 議 件 番 号 議    件    名 

第 １ 

第 ２ 

第 ３ 

第 ４ 

第 ５ 

第 ６ 

第 ７ 

 

 

議案第２４号 

議案第２５号 

議案第２６号 

議案第２７号 

議案第２８号 

議案第２９号 

 

 

会議録署名議員の指名 １番、成澤五郎君、２番、笠松悦子君 

令和５年度知内町一般会計予算について 

令和５年度知内町国民健康保険事業特別会計予算について 

令和５年度知内町後期高齢者医療特別会計予算について 

令和５年度知内町介護保険特別会計予算について 

令和５年度知内町水道事業会計予算について 

令和５年度知内町下水道事業会計予算について 

 

議案第８号から議案第２９号までの２２議案 

（一括予算審査特別委員会（付託質疑）） 

 

 

 

 ● 開会宣言・開議・議事日程 

 

◎ 議  長（伊藤政博） 

 おはようございます。 

令和５年第１回知内町議会定例会の２日目にお集まりいただきまして、ご苦労様です。 

今日もどうぞよろしくお願い致します。 

只今の出席議員数は、１０人です。 

 定足数に達していますので、会議は成立します。 

これから、本日の会議を開きます。 

本日の議事日程は、お手元に配布のとおりです。 

 

 

 ● 会議録署名議員の指名 

 

◎ 委員長（伊藤政博） 

 日程第１、『会議録署名議員の指名』を行います。 

 本日の会議録署名議員は、会議規則第１２７条の規定により、１番、成澤五郎君及び２番、

笠松悦子君を指名します。 

 

 

 ● 議案第２４号 令和５年度知内町一般会計予算について 

 

◎ 議  長（伊藤政博） 
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昨日までに議案第２３号までの説明が終わっております。 

次に日程第２、議案第２４号、『令和５年度知内町一般会計予算について』説明を求めま

す。 

 本件は初めに、令和５年度知内町一般会計予算の編成について、副町長から説明を求め、

その後、歳出から款毎に順次、担当課長より説明を求めます。 

 次に歳入等の説明については、総務課長、その順で行います。 

 最初に令和５年度一般会計予算の編成について、副町長から説明を求めます。 

 副町長。 

◎ 副 町 長（大野 樹） 

 おはようございます。 

 それでは、お手元に配布しております令和５年度一般会計予算の編成についてという資料

をご覧頂きたいと思います。 

１，予算編成の基本的な考え方。当町の経済は、令和２年度から続く新型コロナウイルス

感染症の影響により、依然として厳しい状況にありますが、感染拡大の防止策を講じつつ、

社会経済活動のレベルを引き上げていく中で、各種施策の実施により持ち直しを図る必要が

あります。 

 一方、当町の財政は、歳入では地方税、地方交付税等を増加で見込んでおりますが、歳出

においても社会保障関係経費や公共施設の維持管理経費の負担が増加するなど依然厳しい状

況であります。 

 こうした状況の中、令和２年度策定の「知内町行財政改善計画」に基づき職員旅費や需用

費などの一般事務経費の削減や、組織体制の見直しとして新規採用職員の抑制や会計年度任

用職員配置の適正化による歳出の削減に加え、ふるさと納税の堅調な伸びにより令和３年度

決算では約２億円の基金の積み増しをおこない、令和４年度においても積み増しの見込みと

なっております。 

 令和５年度においては「知内町行財政改善計画」により培われた財務体質を維持し、持続

可能な財政基盤の確立をめざし、「知内町財政運営適正化計画」を策定し、この計画に基づ

き予算を編成しました。 

本年度の一般会計では地域経済の活性化を図るための各種産業振興施策の展開と教育費の

実質無償化に向けた施策に要する財源を確保する一方で、一般行政経費の抑制に努め、基金

の繰り入れを最小限に抑えるなど、将来世代に負担を先送りしない持続可能な財政運営を意

識した予算編成といたしました。 

 令和５年度予算を編成するにあたり歳出面では、普通建設事業につきましては、補助事業

は１億５，１００万円、単独事業は３億９，９００万円を計上いたしました。内容について

は、長寿命化計画に基づく知内高校体育館外部改修工事、電灯照明ＬＥＤ化工事に１億３，

５００万円、公営住宅等改修工事４，８００万円、福祉バス更新に４，０００万円、除雪機械

更新に３，７００万円、主に公共施設の改修工事及び大型機械の更新事業となっております。 

 今後も公共施設の改修等を計画的に実施する必要があることから、緊急性に配慮しつつ事

業実施の優先度を判断し、普通建設事業費の平準化に努めた予算編成をおこなっていきます。 

 公債費につきましては、前年度当初比２００万円増の５億３，３００万円となっておりま

す。増加の要因につきましては、過疎対策事業債（平成３１年度分国営土地改良事業ガイド
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ライン分）等の償還開始によるものです。令和５年度末の公債費残高は、前年度末比７，９

００万円減の４８億５，５００万円となる見込みであります。 

 歳入面では、町税につきましては、個人町民税の減が見込まれておりますが、固定資産税

が２，２００万円増の見込みとなっており、町税全体で前年度当初比１，６００万円増の７

億３，６００万円を見込んでおります。 

地方交付税につきましては、普通交付税について地方財政計画を基本としつつ当町の特殊

事情を勘案し、交付基準額を前年度予算額より５，２００万円増の１７億６，２００万円と

試算しました。また、普通交付税の試算に関連して臨時財政対策債を１，６００万円、特別

交付税を１億円と試算しております。 

基金繰入金につきましては、公共施設の改修事業等に公共施設等整備基金２，７００万円、

教育費無償化事業等に教育振興基金３，１００万円を充当するなど各種基金の目的に沿った

事業へ充当し、さらに財源不足に対応するため財政調整基金から１億８，２００万円を繰入

れすることとしております。 

以上、令和５年度予算編成の概要についてご説明いたしましたが、当初予算規模は前年度

当初比３億６００万円増（７．３％）の４５億２千万円、これに補正予算による計上予定額

１億５，９００万円見込んだ結果、年度間予算は４６億円７，９００万円となっております。 

 なお、主な事業につきましては「令和５年度予定事業調」資料をご参照願います。 

２番目と致しまして令和５年度当初予算の概要であります。１の総額につきましては４５

億２千円，前年当初比３億６００万円増のプラスの７．３％であります。 

２の歳入の（１）町税、総額で７億３，６００万円、前年当初比１，６００万円増の２．

２％プラスとなっております。町民税のうち個人町民税につきましては、１億４，４００万

円、固定資産税につきましては、５億３００万円となっております。 

（２）地方交付税の総額は１８億６，２００万円、前年度当初比５，２００万円増のプラ

ス２．９％増であります。 

 （３）国庫支出金の総額は１億９，８００万円、前年度当初比５，６００万円減で２２．

２％の減で、おもな計上額は、障害者介護給付・訓練費等給付費負担金７，０００万円から

社会資本整備総合交付金まで、２，２００万円まで記載のとおりとなっております。 

 （４）道支出金の総額は、３億１，５００万円、前年当初比１億７００万円減の３３．９％

減であります。主な計上額につきましては、障害者介護給付・訓練費等給付費負担金３，５

００万円から林業費道補助金１，３００万円まで記載のとおりであります。 

 （５）繰入金、総額３億９，５００万円、前年度当初比２億４千万円増のプラス５５％で主

な計上額は、財政調整基金繰入金１億８，２００万円から、公共施設等整備基金繰入金２，

７００万円まで記載のとおりです。 

 （６）町債の総額は４億３，７００万円で前年当初比３，３００万円増の８．１％増で主な

計上額は、臨時財政対策債で１，６００万円から過疎対策事業（ソフト分）まで３，９００万

円まで記載のとおりとなっております。 

 ３の歳出であります。 

（１）人件費（給与・各種報酬等）につきましては、当初予算計上額は８億４，４００万

円、前年当初比１，４００万円増のプラスの１．７％増です。歳出のうち義務的な経費であ

る人件費については、これまで同様適正な定員管理に配慮し、その増加の抑制に努めること
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を基本としてまいります。 

なお、令和５年度においては欠員となっていた保健師の補充や地域おこし協力隊の増員な

どを見込み人件費は増加しております。 

 （２）一般行政経費であります。一般行政経費はこれまでも経費全般にわたる節減、合理

化に努力してまいりました。本年度予算編成にあたっては、義務的経費を除いた予算額につ

いて前年度よりも削減する目標を掲げ、旅費や一般事務費についてさらなる効率化、節減の

余地がないかを点検して参りました。  

 物件費につきましては、ふるさと納税返礼に係る事務費や各施設の光熱水費の増加を見込

み増額となっております。今後は、さらに公共施設やインフラの更新に多大な財政負担とな

ることが予想されることから、各公共施設の将来的な需用を的確に見極め、公共施設長寿命

化計画により新たな時代を見据えた公共施設等のあり方を検討して参ります。 

 一部事務組合負担金を除いた補助費については、各種補助金等の必要性や公益性、投資効

果を日常的に点検し、より効果的な執行に努めて参ります。 

 （ア）物件費につきましては、当初予算計上額は８億６，４００万円、前年度当初比４，５

００万円増のプラス５．５％であります。 

 （イ）維持補修費については、当初予算計上額８，２００万円、前年度当初比２００万円の

増のプラス２．９％であります。 

 （ウ）扶助費については、当初予算計上額、３億４，４００万円、前年度当初比３，１００

万円減の８．３％の減であります。 

 （エ）補助費の当初予算計上額は８億１，５００万円、前年度当初比８，２００万円増のプ

ラス１１．２％であります。 

以下、款別予算計上の主な内容は、次のとおりであります。 

２款の総務費、総額６億７，９００万円、前年度当初比１億１，４００万円増のプラスの

２０．１％で、主な計上事業費等については、ふるさと創生事業３，８００万円から福祉バ

ス購入４，０００万円まで記載のとおりであります。 

３款の民生費、総額は６億７，１００万円で前年度当初比３千万円の減であります。４．

２％の減となっており、主な計上事業費等については、障害者介護給付・訓練給付事業に１

億４，０００万円から放課後児童健全育成事業７００万円までの記載とおりであります。 

４款の衛生費、総額で２億４，０００万円で、前年度当初比１，２００万円増の５．３％増

で、主な計上事業費については、清掃費（一部事務組合負担金、塵芥収集委託）に１億５，５

００万円から知内診療所医療機器委託等事業で１，６００万円まで記載のとおりであります。 

６款の農林水産業費、総額３億５００万円で前年度当初比４，４００万円減で１２．５％

の減となっており、主な計上事業費等につきましては、国営土地改良事業地元負担金償還事

業３，１００万円から水産生産基盤整備事業負担金の５，４００万円まで記載のとおりであ

ります。 

７款の商工費、総額は５，６００万円で前年当初比８００万円増１６．７％のプラスであ

ります。主な計上事業費等につきましては、商工会指導助成事業に７００万円、こもれび温

泉設備管理事業で１，５００万円であります。 

８款土木費、総額は４億１千万円で前年当初比７，４００万円増で、２２．１の％の増で

あります。主な計上事業費等につきましては、下水道･農業集落排水事業特別会計繰出金に１
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億６，２００万円から公営住宅改修工事４，８００万円まで記載のとおりであります。 

 ９款消防費については、総額２億６，９００万円前年当初比１，３００万円の増で５．２％

の増で、主な計上事業費等につきましては、防災情報システム保守委託料で７００万円から、

渡島西部広域事務組合負担金２億４，８００万円になっております。 

 １０款教育費の総額は５億９千万円、前年当初比１億５，５００万円増で３５．８％の増

であります。主な計上事業費等については、知内高校改修工事に１億３，９００万円から青

少年交流センター関係経費１千万円まで記載のとおりであります。 

 １２款の公債費は総額で５億３，３００万円、前年当初比２００万円増のプラス０．４％

であります。 

 １３款職員等給与費で総額で７億４，１００万円、前年当初比５００万円増０．７％の増

であります。尚、８ページには、各会計別予算一覧表、令和５年度と令和４年度の増減額及

び増減率を記載しております。また交付税、臨時財政対策債の比較を載せておりますのでご

参照願います。以上で予算編成の説明を終わらせて頂きます。よろしくお願いいたします。 

◎ 議  長（伊藤政博） 

 予算編成の考え方について、副町長の説明が終わりましたので、次に総務課長より説明を

求めます。 

総務課長。 

◎ 総務課長（西野俊一） 

 それでは、一般会計予算書の２ページをお開き下さい。 

議案第２４号、令和５年度知内町一般会計予算について。 

 令和５年度知内町一般会計予算は、次に定めるところによる。 

 歳入歳出予算です。第１条、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ４５億２，０５０

万円と定める。 

 ２項歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出予算」に

よる。 

 債務負担行為です。第２条、地方自治法第２１４条の規定により債務を負担することがで

きる事項、期間及び限度額は、「第２表 債務負担行為」による。 

 地方債です。第３条、地方自治法第２３０条第１項の規定により起こすことができる地方

債の起債の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、「第３表 地方債」による。 

 一時借入金です。第４条、地方自治法第２３５条の３第２項の規定により一時借入金の借

入れの最高額は５億円と定める。 

 歳出の方からご説明しますので、９８ページをお開き下さい。総務費をご説明致します。

９８ページです。１款１項１目議会費に４，４６８万４千円の計上、前年度対比２６万６千

円の減で、主な要因は、１７節備品購入費で、昨年計上しておりました議会タブレット端末

購入費が減となっております。 

 続きまして、９９ページ。２款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費に、６，６３５万

９千円を計上、前年度対比３，６０９万７千円の減で、１２節委託料で、昨年計上していま

したサーバー移設事業委託料や自治体ＤＸ推進計画構築事業委託料が減となっております。 

 続きまして、１０２ページです。２目会計管理費に１８２万５千円を計上、前年度対比３

７万１千円の増で、主な要因は、１２節役務費で、口座振替手数料等が増えた事によるもの
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です。 

 続きまして、１０３ページです。３目財産管理費に、４，８１８万７千円を計上、前年度対

比２，０２４万３千円の増で、主な要因は１２節委託料で、湯ノ里町内会館移転改修事業実

施設計委託料と１４節工事請負費で職員住宅等解体工事が増えた事によるものです。 

続きまして、１０５ページです。４目財政調整基金費に９，３０３万７千円を計上、前年

度対比３，５４０万８千円の増で主な要因は、１２節積立金で財政調整基金積立金とふるさ

と創生事業基金積立金が増となっております。 

続きまして、１０６ページです。５目公平委員会費に９千円を計上、前年度と同額となっ

ております。 

 続きまして、１０７ページ、６目企画総務費に３，８６３万３千円を計上、前年度対比１，

７１２万２千円の増で、主な要因は、１８節負担金補助及び交付金で知内町ふるさと創生事

業補助金が増となっております。 

続きまして、１０８ページ、７目広報費に３９１万６千円を計上。前年度対比６８万８千

円の増で、主な要因は、１０節需用費で印刷費が増となっております。 

 続きまして、１０９ページ、８目交通安全対策費に、２１０万４千円を計上、前年度対比

５２万円の増で、主な要因は、１０節需用費で、車検整備費等が増となっております。 

 続きまして、１１０ページ、９目環境対策費に４９１万４千円を計上、前年度と大きく変

わっておりません。 

続きまして、１１１ページ、１０目地域会館管理費に１，９９６万５千円を計上、前年度

対比７８８万８千円の増で、主な要因は、１４節工事請負費で、渡島知内町内会館駐車場舗

装工事と涌元谷地町内会館屋根葺き替え工事を新たに計上したことによるものです。 

続きまして、１１２ページ。１１目自治振興費に２億７，８５４万９千円を計上、前年度

対比７，２３８万７千円の増で、主な要因は、ふるさと納税推進にかかる謝礼品購入費等や

事業推進費が増えたことによるものです。 

続きまして、１１５ページです。１２目職員厚生管理費に２７４万円を計上、前年度対比

４７万４千円の増で、主な要因は、１８節負担金補助及び交付金で職員総合検診料が増とな

っております。 

続きまして、１１６ページ、１３目マイクロバス運営費に４，３２８万６千円を計上、前

年度対比１０２万６千円の増で、主な要因は、１０節需用費で冬タイヤと夏タイヤ購入費を

計上した事によるものです。 

続きまして、１１７ページ、１４目諸費に、２００万円を計上、前年度と同額となってお

ります。 

続きまして、１１８ページ、１５目地域創生推進費に２，４６０万３千円を計上、前年度

対比９６５万４千円の増で主な要因は、地域おこし協力隊人件費分が増、１８節負担金補助

及び交付金で地域活性化起業人業務負担金を新たに計上した事によるものです。 

続きまして、１２０ページ、１６目新型コロナウイルス感染症対策費に８０万円を計上、

前年度対比５００万円の減で、主な要因は、１８節負担金補助及び交付金で昨年度計上して

いました観光促進事業助成金がなくなったことによるものです。 

続きまして、１２１ページ、２項徴税費、１目税務総務費に８６万９千円を計上、前年度

と大きく内容は変わっておりません。 
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続きまして、１２２ページ、２目賦課徴収費に１，５８１万７千円を計上、前年度対比３

３７万１千円の減で、主な要因は、１２節委託料で昨年度計上していました地方税共通納税

システム対応業務委託料が無くなったことによるものです。 

続きまして、１２４ページです。３項１目戸籍住民登録費に７６０万６千円を計上、前年

度対比６４９万円の減で、主な要因は、１２節委託料で昨年度計上していた、戸籍情報シス

テム改修事業委託料等がなくなった事によるものです。 

続きまして、１２５ページ、４項選挙費、１目選挙管理委員会費に１１０万７千円を計上、

前年度と同額となっております。 

続きまして、１２６ページ、２目北海道知事選挙及び北海道議会議員選挙費に３８８万３

千円を計上、今月末から執行致します、選挙に対応して計上しております。 

続きまして、１２７ページ、３目参議院議員通常選挙費は新年度に選挙がありませんので

計上はなしです。 

１２８ページ、４目知内町長選挙及び知内町議会議員補欠選挙費は新年度に選挙がありま

せんので計上はなしです。 

１２９ページ、５目知内町議会議員選挙費に１，６６６万円を計上、新年度に予定されて

います選挙に対応して計上しております。 

続きまして、１３１ページ、５項統計調査費、１目人口農林商工教育統計調査費に７５万

４千円を計上、前年度対比４５万４千円の増で、各種統計調査員報酬等が増となっておりま

す。 

続きまして、１３２ページ、６項１目監査委員費に１１４万８千円を計上、前年度と大き

く内容は変わっておりません。 

飛びまして、１８４ページお願いします。９款１項１目消防費に、２億４，８４２万５千

円を計上、前年度対比５０６万８千円の増で、主な要因は、１８節負担金補助及び交付金の

渡島西部広域事務組合負担金で昨年度の消防ポンプ自動車分が減、今年度新たに小型動力ポ

ンプ積載車分やドローン購入費分が増で差引分増となっております。 

続きまして、１８５ページ、２目災害対策費に２，０７６万１千円を計上、前年度対比８

１６万９千円の増で、主な要因は１２節委託料で、防災拠点庁舎屋外スピーカー改修委託料

分を新たに計上したことによるもので、詳細は説明資料６ページに掲載しておりますので、

ご参照願いたいと思います。 

続きまして、２１４ページをお願いします。１２款１項公債費、１目元金に５億１，５４

０万９千円を計上、前年度対比１９１万４千円の増で、主な要因は、先程副町長から、予算

編成の基本的な考え方でご説明したとおり、過疎対策時事業債の償還増加によるものです。 

２１５ページです。２目利子に、１，７４８万９千円を計上、前年度対比３７万５千円の

増で同じく償還増加によるものです。 

続きまして、２１６ページ、１３款１項１目職員等給与費に７億４，０９８万３千円を計

上、前年度対比５１１万２千円の増で、主な要因は、４節共済費が増となっております。 

尚、予算書の２１９ページから２２３ページに人件費の内訳や増減の内訳を記載しており

ますので、ご参照願います。 

続きまして、２１８ページです。１４款１項１目予備費に３００万円を計上、前年度と同

額となっております。 
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以上で総務課関連を終わりますけども、事業の関係、政策調整課の方からご説明あります

ので、よろしくお願い致します。 

◎ 議  長（伊藤政博） 

政策調整課長。 

◎政策調整課長（長谷川将之） 

 ２款総務費の関係で、政策調整課の新規事業関係についてご説明します。緑色の予算説明

資料でご説明致します。予算説明資料の１４ページをご覧下さい。 

ふるさと創生事業補助金の拡充についてです。令和４年度より事業の見直しを行い拡充して

おりますが、令和５年度は新たに６つの新しい項目を追加します。事業概要の１から８番ま

では既存の事業継続になりますので、説明は省略致します。 

１７ページをご覧下さい。事業ナンバー９番からが今回追加するメニューであります。９

番は社宅整備支援事業です。事業者が社員専用住宅を整備する場合に事業費の１／２、上限

３００万円を支援するものです。次に事業ナンバー１０番の求人募集支援事業です。事業者

の求人募集活動に対して事業費の１／２上限３０万円を補助するものです。 

次に１１番、ふるさと納税返礼品開発支援事業ですが、町の財源となるふるさと納税拡充

の為、返礼品開発費用の１／２、上限２００万円を支援するものです。 

次に１８ページ、事業ナンバー１２番、地域経済循環事業ですが、これはこれまでも行っ

ている地域材や地域製品の使用料に対する支援です。補助割合は、これまでと変更ありませ

ん。 

次の事業ナンバー１３番、新規就労者・人材育成支援事業ですが、これは３年未満の方に

業務に必要な資格や免許の取得に係る費用を支援します。１／２以内で上限は１０万円まで

となっております。 

次に１９ページになります。１４番、省エネ住宅リフォーム・高効率設備機器導入支援で

す。しりうちゼロカーボンシティに向けた一般向けの支援になります。対象経費ですが、住

宅整備として①住宅の断熱性能の向上、②ＬＥＤへの経費、③エコジョーズなど高効率設備

への変更経費となります。補助割合１／３で上限は最大で５０万円までとなっております。 

最後に財源内訳ですが、事業費の合計はトータルで３，８００万円、財源は全てふるさと

創生基金を活用します。 

次に２１ページなります。ふるさと納税の推進事業です。令和５年度のおいては、寄附目

標を３億円に設定しまして、ＰＲ活動を行っていきます。事業費の内訳は、記載のとおりで

あります。 

次に２４ページをご覧下さい。空家対策事業ですが、次年度の改正点のみご説明します。 

３の事業概要の（２）リフォーム支援ですが、①リフォーム支援の上限額をこれまでの１

００万円から２００万円へ拡充します。また②としまして、空き家の購入費についても１０

０万円まで支援をします。①②併用する場合で最大で２００万円までの支援と致します。事

業費については、次の２５ページですが、事業費総額で１，６９０万円、内訳は国補助ふる

さと創生基金、一部一般財源となります。 

続いて２６ページ、知内版地域公共交通運行事業です。資料の内容は、例年の運行形態の

ものでなっていますけども、先日通知のありました民間公共交通事業者の減便、廃線に絡む

変更などのつきましては、関係機関と協議の上、年度間補正で対応する予定でおります。 
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次に２９ページになります。地域活性化起業人事業ですが、これは新しい国の制度を活用

しまして、民間企業の社員が町に派遣されまして地域の振興業務に従事するものです。３の

事業概要ですけどもデジタル化やふるさと納税の推進等を派遣元企業と協議しながら進めて

いきます。②の対象派遣社員は、１名を予定しております。 

（３）財政措置についてですけども、町が起業に支払う委託経費の年間５６０万までが特

別交付税の対象となります。 

（４）仕組みですけども、町との協定締結によりまして、企業は最大３年まで社員を派遣

することができます。派遣期間についても社員の身分は、企業側となります。ですけども、

町に滞在して頂いて課題対策に従事して頂くことになります。現在連携先の企業の方を現課

の方で調整しております。新年度早い段階で協定を結んで、事業に着手していきたいと思っ

ております。 

次に３１ページから３４ページにかけては、昨年度から始めました地域おこし協力隊関連

です。次年度は地域おこし協力隊の本採用で３名、３か月期間のインターンで３名採用の予

定で予算計上しております。主に農業を中心とした首都圏へ募集活動を図る予定です。財源

は全て国の特別交付税の対象となっております。 

最後に３５ページですけども、ＤＸ推進事業です。事業内容は、町のファイルサーバーＢ

ＣＰ化と窓口での申請書記入サポートシステムの導入です。申請書記入サポートは住民票な

ど各証明を取る際にマイナンバーカードを提示によりまして、窓口で申請書を書かないとい

うシステムです。これを試験的に次年度は実証してまいります。事業費は記載のとおりです。 

 以上で政策調整課関係を終わります。よろしくお願いします。 

◎ 議  長（伊藤政博） 

 続いて、生活福祉課長。 

◎ 生活福祉課長（高田正志） 

 １３３ページをご覧下さい。生活福祉課関係の予算説明です。３款民生費、１項社会福祉

費、１目社会福祉総務費に８，７９６万７千円の計上、前年度比４，３８３万８千円の増で、

主な要因は、１８節負担金補助及び交付金で生活応援券負担金を計上したことのよるもので

す。この事業につきましては、説明資料でご説明しますので、予算説明資料５９ページをご

覧下さい。まず概要ですが、新型コロナウイルス感染症の影響や物価の高騰と様々な困難に

直面する町民の生活を支援するため、地域内で利用できる商品券を配布するものであります。

事業内容は、町民１人につき町内商品券１万円を配布。基準日は令和５年４月１日現在で、

知内町に住民登録のあるもの、但し利用期間終了日までに出生し住民登録を行った者を含み

ます。利用期間は、令和５年５月１日から令和５年８月３１日までで、４月下旬配布予定で

す。事業費は、４，２００万円。事業費内訳としては、事務費が商品券、封筒制作費、その他

事務費で７０万円、郵送料で８０万円、換金等業務委託料で５０万円、商品券換金経費４，

０００万円の計４，２００万円です。財源内訳は、全て一般財源となります。 

 次に予算書に戻って頂きまして、１３４ページをご覧下さい。２目国民年金費に１２万９

千円の計上、前年度比４万９千円の増で、主に２２節償還金利子及び割引料で国民年金事務

費返還金の計上によるものです。 

 １３５ページです。３目老人福祉費に１億７８２万７千円の計上、前年度比２３８万７千

円の減で、主な内容としましては、１２節委託料で事業の予算項目を整理し、地域支援事業
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除雪サービス事業の計上による増額、１８節負担金補助及び交付金で北海道高齢者医療広域

連合負担金が減額となっております。 

次に１３７ページです。４目心身障害者特別対策及び母子等福祉費に１億９，１６４万６

千円の計上、前年度比７０万５千円の増で、主に、３節職員手当等及び４節共済費で子ども

発達支援事業保育士の手当等を追加したことによるものです。 

１３９ページです。５目介護保険費に９，７０１万２千円の計上、前年度比４４万８千円

の増で、主な内容としましては、先程３目老人福祉費で説明致しました事業の予算項目整理

により、地域支援事業の一部を移したことによる減額と、２７節繰出金の介護保険特別会計

繰出金の増額でございます。 

１４０ページです。２項児童福祉費、１目児童福祉総務費に１，７４４万２千円の計上、

前年度比８万４千円の減で、主な内容は、１８節負担金補助及び交付金で妊娠時と出産時に

それぞれ５万円を給付する出産子育て応援交付金の計上と１９節扶助費で子ども医療費の前

年度の実績見込みによる減額でございます。 

１４１ページをご覧下さい。２目児童措置費に１億４，８５１万７千円の計上、前年度比

３，８０４万２千円の減で、主な内容は、１２節委託料でしりうち認定こども園委託料につ

いて実績見込みに基づいた入所児童の積算による減額と、１８節負担金補助及び交付金で同

じく認定こども園の運営費補助事業で特別支援教育支援員の増員等による増額でございま

す。ここで訂正をお願いします。予定事業調ですが、ナンバー４６、認定こども園委託事業

でございます。１番表の右側に事業の内訳がございますが、中段の３号認定の部分、３号認

定の保育料を町独自で軽減とありますが、町独自で無料ということで訂正をお願いします。

申し訳ございませんでした。 

次に１４２ページをご覧下さい。３目認定こども園費につきましては、前年度計上してお

りました園庭の造成工事費分が減額となっております。 

１４３ページです。３項１目災害救助費に３０万円の計上、前年度比３０万円の減で実績

見込みによる減額です。 

１４４ページです。４款衛生費、１項保健衛生費、１目保健衛生総務費に２６２万円を計

上、前年度比２５万５千円の増で道南ドクターヘリ運航経費負担金の増額によるものです。 

１４５ページです。２目予防費に２，８３８万７千円の計上、前年度比４３９万９千円の

減で、主な内容としましては、１１節役務費で帯状疱疹予防接種料の追加、１２節委託料で

前年度は当初に計上していた新型コロナウイルスワクチン予防接種委託料について、令和５

年度当初には計上しておりませんが、今後方向性が見えたところで、補正対応を考えており

ます。 

１４７ページです。３目環境衛生費に６３９万１千円の計上、前年度比２１万２千円の増

で、１８節負担金補助及び交付金で木古内火葬場利用負担金の増額によるものです。 

１４８ページです。４目診療所費に、４７９万４千円の計上、前年度比３６万円の減で前

年度計上しておりました、１３節使用料及び賃借料の分包機のリース料分が減額となってお

ります。 

１４９ページです。５目保健医療総合センター管理費に２，５６１万１千円の計上、前年

度比６千円の増で、内容は、大きく変わっておりません。 

１５０ページです。２項１目清掃費に１億６，８４８万３千円の計上。前年度比１，６４
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７万２千円の増で、主な内容は、１２節委託料で、燃料費高騰よる塵芥収集委託料の増額と

１８節負担金補助及び交付金で同じく燃料費等の高騰による渡島廃棄物処理広域連合負担金

の増額です。また、１２節委託料において海岸漂着物等回収処分委託事業の継続実施による

委託料を計上しており、概要につきましては、予算説明資料４８ページをご参照願います。 

説明は以上です。よろしくお願いします。 

◎ 議  長（伊藤政博） 

 続いて、産業振興課長。 

◎ 産業振興課課長（三原知明） 

 １５２ページをお開き下さい。５款１項１目労働費に１６万３千円を計上。前年度対比５

万円の減で内容は大きく変わっておりません。 

次に１５３ページ、６款農林水産業費、１項農業費、１目農業委員会費に５９５万７千円

を計上、前年度対比３８万７千円の減で、内容としましては、１２節委託料において、農地

基本台帳等システム照合業務委託料の金額が減となっております。 

次に１５４ページ、２目農業総務費に４９万８千円を計上、前年度と同様の内容です。 

次に１５５ページ、３目農業振興費に８，５６５万６千円を計上、前年度対比７，５８５

万３千円の減で、主な要因は、１８節負担金補助及び交付金で産地パワーアップ事業の終了

による減の他、今年度新たに新規就農者確保緊急対策助成金５００万円を計上したことによ

るものです。この事業については説明資料でご説明しますので、説明資料６２ページをお開

き下さい。この事業は、新規就農者が独立時に機械や施設等を導入する経費に対する国の補

助事業でありますが、町としましても新たに経営を開始する方の負担をより一層軽減する為

に、独自での上乗せ補助を行うものです。支援額については、国が１／２で補助上限２５０

万円、道が１／４で１２５万円、町が道と同額の１２５万円としております。今回これまで

農業法人で研修を積んできた方１名が、独立就農を予定していることから予算計上するもの

です。 

予算書に戻って頂きまして１５６ページです。４目農地費に３２８万９千円を計上、前年

度対比１２３万６千円の減で主な要因は、１８節負担金補助及び交付金において、第３元町

地区で実施中の道営事業負担金が減となったことによるものです。尚、この道営事業は今年

度をもって事業完了となります。 

次に１５７ページ、５目畜産振興費に７万１千円を計上、前年度対比２万円の減で、内容

は大きく変わっておりません。 

次に１５８ページ。６目農村活性化センター・公園管理費に１７７万５千円を計上、前年

度対比５万９千円の増で、内容は大きく変わっておりません。 

 次に１５９ページ、７目知内ダム管理費に２，１６０万３千円を計上、前年度対比７２８

万４千円の減で、主な要因は、１４節工事請負費で、昨年実施した操作盤更新工事等が完了

し、今年度新たに管理用道路排水改修工事５００万円を計上した他、１７節備品購入費でダ

ム堤体の変位量を計測する測量機器であるトータルステーションの更新費用として１５０万

円を計上したことによるものです。 

 次に１６０ページ、２項林業費、１目林業総務費に５１万８千円を計上、前年度対比２万

１千円の増で、内容は大きく変わっておりません。 

次に１６１ページ、２目林業振興費に４，８６３万８千円を計上、前年度対比３１６万円
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の減で、主な要因は、１８節負担金補助及び交付金において、昨年実施した林業成長産業化

地域創出モデル事業が終了し、今年度新たに木質資源貯蔵施設内機械等購入事業として森林

組合が油圧ショベル、カッターを購入する経費への補助金あわせて１，７２０万円を計上し

たことによるものです。この事業については説明資料でご説明しますので、６７ページをお

開き下さい。この事業は、知内町森林組合が木質資源貯蔵施設において燃料用チップを製造

する際に必要となるカッターの購入にあたり、バイオマス事業振興基金から３２７万８千円、

また、土場整理に使用する為の油圧ショベルの購入にあたり、農林漁業振興基金から１，３

９２万２千円を補助するものです。 

予算書に戻って頂きまして１６２ページです。３目造林事業費に４，０６６万３千円を計

上、前年度対比１，１２１万１千円の増で、主な要因は１４節工事請負費で林道丘の上線舗

装工事を計上したことによるものです。この事業については、説明資料でご説明しますので、

７２ページをお開き下さい。林道丘の上線は、涌元小学校の裏手涌元墓地方向に延びる幅員

３ｍの林道でございます。森林作業のみならず墓地を訪れる方々も使用する路線である事か

ら、通行の安全を考慮して舗装を実施するものです。事業費は９２０万円、財源は森林環境

贈与税です。 

予算書に戻って頂きまして１６３ページです。４目水源林造成事業費に８万２千円を計上、

前年と同様の内容です。 

１６４ページ、５目治山事業費に１１万６千円を計上、前年と同様の内容です。 

次に１６５ページ、３項水産業費、１目水産業総務費に３９５万円を計上、前年度対比２

１万４千円の増で、内容は大きく変わっておりません。 

次に１６６ページ、２目水産振興費に８，７８２万９千円を計上、前年度対比３，５８６

万５千円の増で主な要因は、１２節委託料で循環型漁業等推進事業委託料４４０万円を当初

計上した他、今年度新たに生産施設経営安定化検討事業として、８１４万円を計上、また１

８節負担金補助及び交付金においては、中の川地区で実施中の道営事業、水産生産基盤整備

事業負担金が増となったこととあわせて漁業海難防止事業で１４４万円。漁船漁業振興対策

事業で３２０万円等を計上したことによるものです。各新規事業につきましては、説明資料

でご説明しますので、説明資料の７６ページをお開き下さい。漁船海難防止事業は漁業者が

海中へ転落した際に自力で船内に戻る為に必要となる固定式梯子の設置に対して町が農林漁

業振興基金を財源に８割を支援するもので、３０隻１４４万円を計上。 

次に７７ページ。漁船漁業振興対策事業は、一本釣り漁業の効率化によって所得向上を図

る為、電動リール等の導入費用に対して、町が農林漁業振興基金を財源に８割を支援するも

ので、２０台分３２０万円を計上。 

次に７８ページ。生産施設経営安定化検討事業は、漁業協同組合の中心事業の一つとなっ

ておりますウニ種苗生産の安定化による所得向上を図る為、種苗生産や中間育成の拡大につ

いての可能性調査を行うと共に、種苗センターの老朽度調査や今後の施設整備の方向性につ

いて町が専門事業者に委託して検証するものです。事業費は８１４万円、この内４００万円

は道補助金となります。 

予算書に戻って頂きまして、１６７ページ、４項１目ものづくり産業振興費に２２５万４

千円を計上、前年度対比２７２万４千円の減で、主な要因は、補助対象事業の一部が完了し

たことによるものです。尚、令和５年度で補助事業期間は全て終了となります。 
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次に１６８ページ。５項地域産業担い手対策費、１目地域産業担い手対策事業費に８５万

３千円を計上、前年度対比５３万５千円の減で、主な要因は、前年計上していた講師謝金等

の事務費の減によるものです。 

 次に１６９ページ、2 目地域産業担い手センター施設管理費に、１７１万７千円を計上、前

年度と同様の内容です。 

次に１７０ページ、７款１項商工費、１目商工総務費に３４万６千円を計上、前年度対比

１万２千円の増で内容は大きく変わっておりません。 

次に１７１ページ、２目商工振興費に１，３６６万６千円を計上、前年度対比３５１万２

千円の増で、主な要因は、１８節負担金補助及び交付金で外国人技能実習生受入助成金４８

０万円の計上によるものです。この事業は、令和４年度に助成対象を特定技能にも拡大した

ほか、今年度からは１事業者の上限人数を３名から５名に拡充して実施してまいります。 

次に１７２ページ、３目観光費に５２５万１千円を計上、前年度対比２４３万３千円の増

で、主な要因は、１８節負担金補助及び交付金で、観光需要の創出を目的にしりうち割を実

施する為の予算として観光促進事業助成金２５０万円計上したことによるものです。また新

たに観光協会活動助成金１００万円を計上しておりますが、これは平成３０年に観光推進体

制構築の為に設立しました一般社団法人しりうち観光推進機構に関しまして、ＤＭＯ候補法

人としての継続や本格ＤＭＯとしての登録が困難な状況であると判断し、今年度いっぱいで

法人としての活動を終了予定しておりますことから、今後町と連携して各種事業を実施して

いく観光協会に対して必要経費を助成するものです。 

次に１７３ページ、４目公園管理費に３２４万４千円を計上、前年度対比４０万４千円の

増で、主な要因は、１２節委託料に知内公園樹木伐採業務委託料として３３万円を計上した

ことによるものです。 

次に１７４ページ、５目物産館管理費に１，７６６万５千円を計上、前年度対比１８０万

４千円の増で、主な要因は１２節委託料に防犯カメラ設置業務１３６万４千円を計上したこ

とによるものですが、これは道の駅において、トイレのリモコンの盗難また自動車による当

て逃げ等の事案が発生したことから、利用者の安心安全を図る為、防犯カメラを設置するも

のです。 

 次に１７５ページ、６目健康保養センター管理費に１，５３５万７千円を計上、前年度対

比２３万５千円の減で、内容としましては、１８節負担金補助及び交付金で２年毎に実施し

ています源泉ポンプのメンテナンス経費５００万円が減となっている一方で、１４節工事請

負費で耐用年数を向かえたヒートポンプの圧縮機４台分の更新工事を計上しております。 

 以上で産業振興課関係を終わります。よろしくお願い致します。 

◎ 議  長（伊藤政博） 

 続いて建設水道課長。 

◎ 建設水道課長（佐藤和人） 

 建設水道課関係の予算です。 

１７６ページをご覧下さい。８款土木費、１項土木管理費、１目土木総務費３４万２千円

で、前年度より１０万９千円の増額です。これは１０節需用費で購読料の増額によるもので

あります。 

続きまして、１７７ページです。２目下水道整備費、１億６，６６８万４千円で前年より
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４，０９４万３千円の増額であります。これは１８節負担金補助及び交付金で浄化槽設置費

補助金において、今年度５人槽３基、７人槽１基の４基分の補助金４２０万円です。また、

２７節繰出金で、下水道事業会計繰出金に１億６，２４３万１千円であります。これは、令

和５年度４月１日より公会計によりまして、今まで貯めておりました下水道整備基金６，１

５９万７，５８４円を繰出す事による増額です。 

１７８ページであります。２項道路橋梁費、１目道路橋梁総務費は２２１万６千円で前年

より１０６万４千円の増額であります。これは、１０節需用費、公用車の夏、冬分のタイヤ

を購入費として２３万円、１２節委託料で、道路台帳移動処理に係る委託料９５万円の計上

による為であります。 

続きまして、１７９ページになります。２目道路維持費は、１億５，５３７万円で前年よ

り５，３００万８千円の増額であります。これは１２節委託料で町道除排雪業務運転業務委

託料で単価のアップを考慮致しまして、４，８００万円、また、森越線外舗装補修調査費と

して５００万円の計上です。１４節工事請負費で、各路線舗装補修工事他３件で舗装及び排

水補修として、４，９６０万円を計上しております。また、１７節備品購入費で平成３年製

の１１ｔ除雪ドーザーの更新費用として、３，６５０万円を計上しております。箇所及び工

事内容につきましては、建設水道課予算説明資料８８ページ、９０ページから９４ページを

ご参照願います。 

続きまして、１８０ページであります。３目橋梁維持費で、５９万５千円になります。前

年より２千円の増額であります。これは１０節需用費で橋梁の修繕費用であります。 

１８１ページをお開き下さい。４目道路橋梁改良工事費は、１，２８０万７千円で前年よ

り、７９９万５千円の増額であります。これは、１４節工事請負費で森越地区の森越２号線

で延長２００ｍ、幅員４．５ｍの改良舗装工事費用として１，２００万円を計上しておりま

す。町道の奧には住宅が２戸あり、生活道路と利用され、また付近には水田が広がり、耕作

道路とも利用されておりますが、現道は砂利道で工事水たまりが出来るなど、大変支障をき

たしていることから、以前より森越町内会より整備の要望を受けている事から、今年度整備

するものであります。箇所、工事内容につきましては、建設水道課予算説明資料９５ページ

をご参照願います。 

続きまして、１８２ページをご覧下さい。３項河川海岸費、１目河川総務費で１，５２０

万５千円です。前年より９４６万２千円の減額であります。主な要因と致しましては、昨年

度工事請負費で計上しておりました上東莱川及び新重内川下流部の掘削工事が終了した為で

あります。今年度は新重内川の上流部を４５０ｍの掘削費用として１，０５０万円の計上を

しております。９６ページ建設水道課予算説明資料に新重内川の工事内容等を記載してあり

ますので、後程ご参照願います。 

１８３ページです。４項住宅費、１目住宅管理費で５，５９０万１千円となります。前年

より２，０３３万９千円の減額です。主な要因としましては、１４節工事請負費で公営住宅

長寿命化計画にのっとり、昨年度、アカシア団地の改修、スミレ団地の改修工事が終了した

為であります。今年度は、スミレ団地の外壁及び屋根の改修費用として４，８００万円を計

上しております。工事箇所、工事方法については９７ページ、建設水道課説明資料をご参照

願います。 

 続きまして、２１３ページをお開き下さい。１１款災害復旧費、１項公共土木施設災害復
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旧費、１目土木施設災害復旧費で４万７千円となります。前年より４００万３千円の減額と

なります。 

 以上で建設水道課関係の説明を終わらせて頂きます。 

◎ 議  長（伊藤政博） 

 続いて教育委員会事務局長。 

◎ 教育委員会事務局長（森永 茂） 

それでは、教育委員会関係の予算を説明させて頂きます。 

１８６ページをお開き下さい。１０款教育費、1 項教育総務費、1 目教育委員会費に２１２

万円の計上で、前年度比４９万４千円の減です。主な要因は、１節の報酬と８節の費用弁償

で教育委員の人数を５人から４人として積算した事によるものです。 

次に１８７ページから１８９ページです。２目事務局費に８，１８４万５千円を計上、前

年度比１，８２６万６千円の増です。増減の主なものとして、涌元小養護事務サポート職員

を新たに配置することに伴い、報酬、職員手当、保険料で１９３万５千円の計上です。この

事業については、説明資料でご説明します。予算説明資料教育委員会関係の１０６ページを

お開き下さい。この事業の趣旨・目的は、令和５年度における涌元小の学級数が複式２学級

の見込みとなったことにより、令和４年度の職員体制７名から令和５年度は職員３名体制と

なる見通しとなったことから、新たに養護業務、事務業務をサポートするための職員の配置

し、円滑な学校運営にあたり、児童・保護者の不安を解消するものです。 

事業概要、事業費、財源内訳については、資料記載の通りです。予算書に戻って頂きまし

て、自治体国際化協会からの英語指導助手が１名から２名になったことに伴い、報酬、保険

料、研修旅費が増額となっております。 

次に１８８ページです。１２節で民間からの英語助手１名の派遣期間がこの３月で終了と

なる事に伴い、外国語指導助手派遣委託料が減、また前年度の学校ホームページ運用保守業

務委託料が減、１３節で職員と公宅借上げ料と中央公民館の電話機リース料が減となってお

ります。１８節では前年度比１，１７１万８千円の増となっております。 

１８９ページ、下段の小学校入学準備金支給事業から、高等学校等進学応援給付金支給事

業で教育費無償化事業１，２３０万円の計上によるものです。この事業については、説明資

料でご説明します。説明資料、教育委員会関係の１０４ページをお開き下さい。 

 教育費無償化事業１番目の目的です。義務教育及び高校進学時における保護者負担を無償

化することにより次代を担う子ども達の健全な育成と子育て環境づくりを支援し、少子化対

策、子育て支援、社会全体の活力に資することを目的をとしています。２番の事業概要です。

大きく４つの事業となります。まず、①の知内町立小学校入学準備金支給事業です。令和５

年４月に知内町立の小学校に入学予定の児童の保護者に対し、入学準備金としてランドセル

準備相当額として児童１人あたり５万円を支給するものです。 

 次に②の知内町立小・中学校教材費等支給事業です。今まで保護者が各学校に納めていた

教材費、宿泊研修負担金、修学旅行負担金について、その実費分を町から各学校に助成する

ものです。 

次に③知内中学校制服等購入費支給事業です。令和５年４月に知内中に入学予定の生徒の

保護者に対し、制服・ジャージ・学校指定リュック等の購入費として、男子生徒１人あたり

約６万８千円、女子生徒１人あたり８万８千円を支給するものです。 
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次に④知内町高等学校等進学応援給付金支給事業です。令和５年４月に高等学校等に進学

する生徒のうち、生徒及び生徒と生計を一にする家族保護者が町内に在住している場合、そ

の保護者に対し、知内高校に入学した場合に係る制服･ジャージ・運動靴・教科書・教材費等

の購入費相当額として１人あたり８万円を支給するものです。表の下側になります。①から

④の事業にうち①と③については入学前の支給を基本としますが、令和５年度入学者につい

ては初年度の為、予算成立後４月以降に申請を受付けて、それからの給付と計画しています。

尚、令和６年度からの入学は、令和５年度中に申請を受け、年度内に給付する計画としてい

ます。 

１０５ページをお開き願います。４番の事業費です。①の小学校入学準備金支給事業で８

０万円。②の小中学校教材費等支給事業で４００万円。③の知内中学校制服等購入費支給事

業で２５４万円。④の高等学校等進学応援給付金支給事業で２５６万円。令和５年度入学等

係る分として計９９０万円と積算しています。また６年度の入学にあたり、①の小学校入学

準備金支給事業で７５万円。③の知内中学校制服等購入費支給事業で１６５万円と積算して

おり、令和５年度当初予算に計１，２３０万円を計上しております。 

５番目、教育費無償化具体例です。①③④については、それぞれ先程説明した額を②の知

内町立小中学校教材費等支給事業では、学用品費、教材費として各学校別、各学年別で児童

生徒ひとりあたり、４，０２０円から１万２，１９８円の額を、宿泊研修負担金、修学旅行負

担金についても１人あたり記載の額を支給する予定となっております。尚、表の１番下に書

いてあるクラブ活動費、ＰＴＡ会費、生徒会費、卒業アルバム、日本スポーツ振興センター

共済掛金等については、今回の無償化事業の対象外として整理しております。また現在、運

用している要保護、準要保護修学援助費との差額があることから、まず、今回提案の教育費

無償化事業を優先して適用し、差額のある小学校の新入学児童入学準備金や小中学校の学用

品費については、その差額を支給することで考えております。 

６番目財源手当です。教育振興基金から１，２３０万円を繰入れする予定です。資料の説

明は以上です。 

予算書に戻って頂きまして、２０節の奨学資金貸付金で昨年度の申請状況から１１０万円

の増と見込んでいます。２４節教育振興基金積立金でふるさと納税寄附金分で増、奨学資金

償還分で減と見込んでいます。 

次に１９０ページから１９１ページです。３目学校給食センター費に８，２３８万１千円

を計上、前年度比３２２万９千円の増です。主な要因は、１０節で電気料金等の高騰により

光熱水費が増、また食材費、車検整備費等が増となったことによるものです。また、１４節

では前年度の給食センター冷房改修工事が減、１７節で給食センターの蒸気回転釜及びガス

回転釜更新の為、４５０万円を計上しています。 

次に１９２ページから１９３ページです。２項小学校費、１目学校管理費に７，０１２万

２千円を計上、前年度対比４５２万３千円の増です。増減の主なものとして特別支援教育支

援員の１名減に伴い、報酬、通勤手当、期末手当、保険料が減、１０節で電気料金等の高騰に

より、高熱水費が増、修繕費で元町地区の教員住宅２棟のボイラー改修等の為、増、環境整

備費で涌元小教員住宅裏の支障木伐採整備等の為、増となっております。 

次に１９３ページです。湯ノ里小閉校に伴うもので１２節で、学校用具管理業務委託料、

校内特別清掃業務委託料、パソコン保守管理業務委託料、学校施設保安業務委託料が減とな
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っております。次に１４節で、知内小学校校長住宅の屋根葺き替えと外壁塗装の改修工事に

関わる予算として３８０万円を計上です。説明資料教育委員会関係の１０７ページに資料を

添付していますので、後程ご参照して下さい。また、１７節の学校管理用備品購入費で知内

小における視聴覚室の机、椅子を計画的に更新する為、増となっています。 

次に１９４ページです。２目教育振興費に３８４万７千円を計上、前年度費１３３万４千

円の減です。主な要因は、１９節の要保護、準要保護児童援助費で、ほとんどが教育費無償

化事業に対象となる事から、減となっています。 

 次に１９５ページから１９６ページです。３項中学校費、１目学校管理費に３，１９４万

６千円を計上、前年度比１３９万３千円の減です。増減の主なものとして、新たに特別支援

教育支援員１名の配置に伴い、報酬、通勤手当、保険料が増、１０節で電気料金等の高騰に

より、光熱水費が増、スクールバスの冬タイヤ２台分、夏タイヤ１台分でその分の経費が増

となっています。 

 次に１９６ページです。１４節で前年度のスクールバス車庫外装等改修工事が減となって

います。 

 次に１９７ページです。２目教育振興費に４８４万４千円を計上、前年度比２１万４千円

の減です。増減の主なものとして１７節の教育用備品購入費で大判プリンター購入の為、ク

ラブ活動用備品購入費で吹奏楽部のオーケストラチャイム購入の為、増となっています。１

９節の要保護、準要保護生徒援助費では、殆どが教育費無償化事業の対象となる事から、減

となっています。 

 次に少し飛んで頂きまして、２０２ページをお開き下さい。５項幼稚園費、１目幼稚園管

理費で今年度の予算計上はございません。 

次に２０３ページから２０４ページをお開き下さい。６項社会教育費、１目社会教育総務

費に１，３１１万４千円を計上、前年度比５９万８千円の減です。主な要因は、湯ノ里小分

の放課後子ども教室の減により、教育活動推進員謝金、保険加入料の消耗品が減となったこ

とによるものです。 

次に２０５ページから、２０６ページです。２目公民館費、３，６８６万４千円を計上、前

年度比１，０７５万１千円の増です。主な要因として、１４節で前年度の中央公民館加圧給

水ポンプ更新工事が減、今年度の中央公民館の外部ポーチ改修工事で１，３００万円、鋼製

建具改修工事８５万円の計上で差引増となったことによるものです。この事業については、

説明資料でご説明します。 

予算説明資料教育委員会関係の１１１ページをお開き下さい。中央公民館の外部ポーチ改

修工事については正面玄関前の床タイルの破損が著しい事から改修を行うものです。図面の

青色の部分については、床タイル補修の上、資料右側写真にあるように塗り床に、図の薄い

オレンジ色の部分は床タイル撤去の上、アスファルト舗装にと計画しています。また中央公

民館鋼製建具改修工事については、説明資料１１２ページに資料を添付していますので、後

程ご参照下さい。予算書に戻って頂きまして、２０７ページから２０８ページです。３目郷

土資料館費に３６３万７千円の計上で、前年度比３６万５千円の減で、内容は大きく変わっ

ておりません。 

次に２０９ページです。４目青少年交流センター管理費に９９２万２千円を計上、前年度

比４１１万１千円の減です。増減の主なものとして、１２節の管理運営業務委託料で電気料



19 

 

金等の高騰を受けて増、１４節で前年度の青少年交流センター給湯設備改良工事が減となっ

ています。 

次に２１０ページから２１２ページです。７項１目保健体育費に５，６６９万３千円を計

上、前年度比１９万７千円の減です。増減の主なものとして、１０節の修繕費で各施設の老

朽化の状況から増、また１０節と１７節に第一町民体育館トイレ改修事業に係る予算として

４４０万円を計上です。この事業については、説明資料でご説明致します。予算説明資料の

教育委員会関係１１３ページをお開き下さい。この事業につきましては、旧知内高校体育館

である第一町民体育館について建設から約５５年を経過しており、現在老朽化の為、トイレ

が使用出来ない為、利用に支障をきたしていることから、敷地内に簡易水洗トイレを設置し

上下水道接続の上、好適な利用環境を図るものです。事業概要、事業費、財源内訳について

は資料記載のとおりです。 

予算書に戻って頂きまして、２１１ページです。１４節で前年度の町営スキー場リフト保

安ケーブル交換工事他３件で減、今年度しおさい野球場内野整備工事他１件で７００万円の

計上で、差引減となっています。 

以上で教育委員会関係の説明を終わらせて頂きます。よろしくお願い致します。 

◎ 議  長（伊藤政博） 

 続いて、高等学校事務長。 

◎ 高等学校事務長（南 和敏） 

 高等学校関係の予算をご説明させて頂きます。１９８ページをご覧下さい。４項高等学校

費、１目学校管理費に１億８，４９８万３千円を計上、前年対比１億２，７５６万５千円の

増です。主な要因は、１０節需用費で修繕費、光熱費とも実績、価格の上昇による推移から

予算の増額、１２節委託費、１４節工事請負費で知内高校長寿命化関係で、委託費に知内高

等学校木質バイオマスボイラー導入工事実施設計委託料に４００万円の計上、工事請負費に

体育館外部工事に７，０００万円の計上、電灯照明ＬＥＤ化工事に６，５００万円の計上、

合計１億３，９００万円の計上による増となります。高校長寿命化改修工事の関係について

は、工事内容、工事箇所については予算説明資料のナンバー７教育委員会関係１１４ページ

を後程ご参照願います。１７節備品購入費として、公式野球部の部室が老朽化により、構造

部分が破損し、修繕が難しいことから、新たにスーパーハウス１棟の購入費、１３５万円を

計上しております。備品購入費、前年対比で１７２万円の減額となっております。１８節負

担金補助及び交付金につきまして、通学生徒交通費助成金として、昨年実績入学生の見込み

により減額となっております。 

 次に２０１ページです。２目教育振興費に７９６万５千円を計上、前年度対比６２万８千

円の増です。主な要因は、１０節需用費に教材用消耗品として昨年の新学習指導要領の変更、

教科書の単価の見直しにより、各種教員用の教科書の購入価格が上昇した事により増額。１

７節備品購入費に部活動備品として、吹奏楽部用の楽器の老朽化に伴う更新の増額となって

おります。 

 以上、知内高等学校関係の説明を終わらせて頂きます。よろしくお願いします。 

◎ 議  長（伊藤政博） 

 ここで暫時休憩致します。 

 再開は、１１時１５分と致します。 
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              （ 休憩 午前１０時５０分 ） 

              （ 再開 午前１１時１５分 ） 

◎ 議  長（伊藤政博） 

 休憩を取り消し、会議を再開します。 

 歳出の説明が終わりましたので、次に歳入等の説明を求めます。 

総務課長。 

◎ 総務課長（西野俊一） 

 歳入の説明をする前に、歳出の方で説明漏れがありましたので、申し訳ありませんが１５

１ページをお開き下さい。４款衛生費、３項上水道費、１目上水道費に３７３万５千円を計

上、前年と同額になっております。これが、漏れておりましたので申し訳ありませんでした。 

 それでは歳入に戻って頂きまして１７ページです。１款町税、１項町民税、１目個人に１

億４，３８２万８千円を計上、前年度の実績を考慮し、減を見込んでおります。 

続きまして１８ページ２目法人に、３，３４４万５千円を計上、前年度の実績を考慮し減

を見込んで計上しております。 

続きまして１９ページ、２項１目固定資産税に５億２８４万３千円を計上、償却資産分が

増となっております。 

続きまして、２０ページ、２目国有資産等所在市町村交付金に６２１万５千円を計上、今

年度収入見込みによる計上となっております。 

２１ページ、３項軽自動車税、１目種別割に１，３９９万８千円を計上、登録台数の実績

により若干の増を見込んでおります。 

２２ページ、２目環境性能割に１００万円を計上、前年度と同額を見込んでおります。 

２３ページ、４項１目たばこ税に３，３４１万７千円を計上、前年度実績を考慮し、増を

見込んでおります。 

２４ページ、５項１目入湯税に１２６万円を計上、前年度の実績を考慮し、減を見込んで

おります。 

２５ページ、２款地方譲与税、１項１目地方揮発油譲与税に８００万円を計上、前年度と

同額を見込んでおります。 

２６ページ、２項１目自動車重量譲与税に２，２００万円を計上、前年度と同額を見込ん

でおります。 

２７ページ、３項１目森林環境譲与税に１，４５４万５千円を計上、前年度の実績を考慮

し、減を見込んでおります。 

２８ページ、３款１項１目利子割交付金に３０万を計上、前年度同額を見込んでおります。 

２９ページ、４款１項１目配当割交付金に６０万円を計上、前年度同額を見込んでおりま

す。 

３０ページ、５款１項１目株式等譲渡所得割交付金に５０万円を計上、前年度同額を見込

んでおります。 

３１ページ、６款１項１目法人事業税交付金に２００万円を計上、前年度同額を見込んで

おります。 

３２ページ、７款１項１目地方消費税交付金に１億５００万円を計上、前年度実績により

増を見込んでおります。 
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３３ページ、８款１項１目環境性能割交付金に、２４０万円を計上、前年度同額を見込ん

でおります。 

 ３４ページ、９款１項１目地方特例交付金に４００万円を計上、前年度同額を見込んでお

ります。 

 ３５ページ、１０款１項１目地方交付税に１８億６，２００万円を計上、前年度対比５，

２００万円の増で、令和５年度地方財政計画を基に本年度の事務事業にかかる一般財源とし

ての計上です。今後の各種事務事業の追加財源として追加補正を予定しております。 

 ３６ページ、１１款１項１目交通安全対策特別交付金に１千円を計上、前年度同額を見込

んでおります。 

 ３７ページ、１２款分担金及び負担金、１項負担金、１目総務費負担金に１９０万円を計

上、前年度同額を見込んでおります。 

 ３８ページ、２目民生費負担金に３０６万円を計上、前年度対比３６９万円の減で、主な

要因は、保育料無償化によるものです。 

 ３９ページ、３目農林水産業費負担金に７９２万３千円計上、前年度大きく変わっており

ません。 

 ４０ページ、１３款使用料及び手数料、１項使用料、１目総務使用料に８万円を計上、前

年度同額を見込んでおります。 

 ４１ページ、農林水産業使用料に３００万円を計上、前年度同額を見込んでおります。 

４２ページ、３目商工使用料に６０万円を計上、前年度同額を見込んでおります。 

 ４３ページ、４目土木使用料に４，８０６万４千円を計上、前年度と大きく変わっており

ません。 

 ４４ページ、５目教育使用料に１，８６７万９千円を計上、前年度実績により減を見込ん

でおります。 

 ４５ページ、６目衛生使用料に３万円を計上、前年度同額を見込んでおります。 

 ４６ページ、２項手数料、１目総務手数料に１９０万円を計上、前年度実績により減を見

込んでおります。 

 ４７ページ、２目衛生手数料に６８６万５千円を計上、前年度実績により減を見込んでお

ります。 

 ４８ページ、３目農林水産業手数料に７千円を計上、前年度実績により増を見込んでおり

ます。 

 ４９ページ、１４款国庫支出金、１項国庫負担金、１目民生費国庫負担金に１億６，３２

０万７千円を計上、前年度対比１，９５８万４千円の減で、主な要因は、１節子どものため

の教育･保育給付費国庫負担金が前年度実績において減を見込んでおります。 

５０ページ、２目衛生費国庫負担金はありませんこれは新年度からの新型コロナウイルス

ワクチン接種の方針が国の方で、まだ決められていないことから、計上しておりません。 

５１ページ、２項国庫補助金、１目土木費国庫補助金に２，２５４万８千円を計上、前年

度対比９５万１千円の減で、主な要因は、２節社会資本整備総合交付金で昨年度計上してお

りました個別改善事業が無くなったことによるものです。 

５２ページ、２目教育費国庫補助金に３１万３千円を計上、前年度同額を見込んでおりま

す。 
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 ５３ページ、３目民生費国庫補助金に３９７万６千円を計上、前年度対比１５８万５千円

の増で、主な要因は、５節児童福祉費、国庫補助金が新たに増えたことによるものです。 

５４ページ、４目総務費国庫補助金に５５５万３千円を計上、前年度対比２，１４７万３

千円の減で、主な要因は、昨年度計上しておりました戸籍情報システム改修事業補助金とデ

ジタル基盤改革支援補助金が無くなった事によるものです。 

続きまして５５ページ、５目衛生費国庫補助金に３５万円を計上、前年度対比６９９万３

千円の減で、主な要因は、３節新型コロナウイルスワクチン接種体制事業国庫補助金が無く

なった事によるものです。 

 ５６ページ、３項委託金、１目総務費委託金に２１万１千円を計上、前年度対比７３８万

３千円の減で、主な要因は２節参議院議員通常選挙委託金が無くなった事によるものです。 

 ５７ページ、２目民生費委託金に１７９万６千円を計上、前年度同額を見込んでおります。 

５８ページ、１５款道支出金、１項道負担金、１目民生費道負担金に１億２４３万円を計

上、前年度対比１，２１６万円の減で、主な要因は、国庫負担金と同じく子どものための教

育・保育給付費道負担金が前年度実績により減を見込んでおります。 

５９ページ、２項道補助金、１目総務費道補助金に９１万６千円を計上、前年度実績によ

り減を見込んでおります。 

 ６０ページ、２目民生費道補助金に１，１６７万４千円を計上、前年度対比９７万円の減

で、主な要因は、４節乳幼児医療費道補助金が減となっております。 

 ６１ページ、３目農林水産業費道補助金に６，０９０万１千円を計上、前年度対比９，３

６３万５千円の減で、主な要因は、昨年計上していました１節農業費道補助金で産地パワー

アップ事業補助金と２節林業費道補助金で林業・木材産業成長産業化促進対策交付金が無く

なった事によるものです。 

 ６２ページ、４目教育費道補助金に３７万７千円を計上、前年度対比３３０万８千円の減

で、主な要因は、昨年度計上していました青少年交流センター給湯設備改良工事が無くなっ

た事によるものです。 

 ６３ページ、５目衛生費道補助金に１，０４５万６千円を計上、前年度対比２１８万６千

円の増で、主な要因は、１節保健事業費道補助金が増えた事によるものです。 

６４ページ、６目電源立地地域対策交付金に６７２万５千円を計上、前年度と大きく変わ

っておりません。 

６５ページ、７目商工費道補助金９万５千円を計上、前年度と大きく変わっておりません。 

 ６６ページ、８目地域創生推進費道補助金に１５０万円を計上、前年度実績により増を見

込んでおります。 

６７ページ、３項委託金、１目総務費委託金に１，１１５万６千円を計上、前年度実績に

より増を見込んでおります。 

６８ページ、２目農林水産業費委託金に４万円を計上、前年度実績により減を見込んでお

ります。 

６９ページ、３目商工費委託金に５５万９千円を計上、前年度実績により増を見込んでお

ります。 

７０ページ、４目土木費委託金に１７２万５千円を計上、前年度実績により増を見込んで

おります。 
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７１ページ、１６款財産収入、１項財産運用収入、１目財産貸付収入に１，９１８万７千

円を計上、前年度対比１８２万８千円の減で、主な要因は、１節土地建物貸付収入で、移住

促進住宅貸付料が減となっております。 

７２ページ、２目利子及び配当金に４９万９千円を計上、前年度実績により減を見込んで

おります。 

７３ページ、２項１目財産売払収入に８００万円を計上、町有林売払収入の見込み額を計

上しております。 

７４ページ、１７款１項１目寄附金に３億１，３４５万８千円を計上、前年度対比１億３

０万１千円の増で、主な要因は、ふるさと納税寄附金が大幅に増えたことによるものです。 

７５ページ、１８款繰入金、１項１目特別会計繰入金に３千円を計上、前年度と大きく変

わっておりません。 

７６ページ、２項基金繰入金、１目積立金繰入金に３億９，４７５万円を計上、前年度対

比２億３，９９６万１千円の増で、主な要因は、２節ふるさと創生事業基金繰入金、３節農

林漁業振興基金繰入金、９節下水道事業整備促進基金繰入金が増、その他はそれぞれの事業

費の増減によるものです。 

７７ページ、１９款１項１目繰越金に５，０００万円を計上、決算見込みによるものです。 

７８ページ、２０款諸収入、１項延滞金加算金及び過料、１目延滞金に８万円を計上、前

年度同額を計上しております。 

７９ページ、２目加算金に１千円の計上、前年度同額を計上しております。 

 ８０ページ、２項１目預金利子に４千円計上、前年度同額を計上しております。 

８１ページ、３項貸付金元利収入、１目民生貸付金元金収入に５０万円を計上、前年度同

額を計上しております。 

 ８２ページ、２目奨学資金貸付収入に４０５万２千円計上、償還金の減を見込んでおりま

す。 

 ８３ページ、４項受託事業収入、１目総務費受託事業収入に５７０万円を計上、前年度同

額を計上しております。 

８４ページ、２目民生費受託事業収入に１００万５千円を計上。前年度と大きく内容は変

わっておりません。 

８５ページ、５項１目雑入に２，５４３万４千円を計上、前年度対比８２万円の減で、主

な要因は、北海道市町村振興協会助成金が無くなったことによるものです。 

８７ページ、２目診療所収入に１３２万円を計上、前年度同額を計上しております。 

８８ページです。３目給食費収入に３０３万９千円を計上、前年度実績により減を見込ん

でおります。 

８９ページ、２１款１項町債、１目臨時財政対策債に１，５８０万円を計上、今年度地方

財政計画に基づき収入見込みを計上しております。 

９０ページ、２目土木債に１億６７０万円を計上、前年度対比３，２７０万円の増で、主

な要因は、５節除雪機械等整備事業債を新たに計上したことによるものです。 

９１ページ、３目教育債に１億３，９５０万円を計上、知内高等学校長寿命化改修事業等

学校給食センター回転釜更新事業を計上しております。 

 ９２ページ、４目消防債に１，３９０万円を計上、前年度対比４，５１０万円の減で、主な
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要因は、昨年度計上していました消防ポンプ自動車更新事業が無くなったことによるもので

す。 

 ９３ページ、５目民生債に５，１１０万円を計上、前年度対比３，０８０万円の減で、主な

要因は、昨年度計上していましたしりうち認定こども園整備事業債が無くなったことによる

ものです。 

９４ページ、６目農業債に１，９００万円を計上、前年度同額を計上しております。 

 ９５ページ、７目林業債に１，１００万円を計上、前年度実績により増を見込んでおりま

す。 

 ９６ページ、８目総務債に２，６５０万円を計上、前年度対比６５０万円の増で、主な要

因は、湯ノ里町内会館移転改修工事実施設計委託事業債が新たに計上したことによるもので

す。 

 ９７ページ、９目水産業債に５，４００万円を計上、町負担分の起債を計上しております。 

 続きまして、１３ページお願いいたします。第２表債務負担行為の関係であります。ニラ

共同調整包装施設利用助成事業で令和６年度から令和１０年度の５年間、限度額９，５４８

万５千円の債務負担行為の承認を求めるものです。詳細につきましては、予算説明資料６１

ページを後程ご参照下さい。 

 続きまして、１４ページです。地方債です。上の臨時財政対策債から除雪機械等整備事業

債までの歳入町債で、ご説明致しました起債借入額合計４億３，７５０万円の限度額をそれ

ぞれ設定するもので、起債の方法、利率、償還の方法につきましては、昨年同様ですので説

明は省略させて頂きます。 

以上で歳入の説明を終わります。よろしくお願い致します。 

 ◎ 議  長（伊藤政博） 

 これで、一般会計の説明は終わりました。 

 

 

 ● 議案第２５号 令和５年度知内町国民健康保険事業特別会計予算について 

 

◎ 議  長（伊藤政博） 

 次に日程第３、議案第２５号、『令和５年度知内町国民健康保険事業特別会計予算につい

て』説明を求めます。 

 生活福祉課長。 

◎ 生活福祉課長（高田正志） 

 議案第２５号。令和５年度知内町国民健康保険事業特別会計予算について。 

 令和５度知内町国民健康保険事業特別会計予算は、次に定めるところによる。 

 歳入歳出予算でございます。  

 第１条、歳入歳出予算総額は、歳入歳出それぞれ５億８，８１１万９千円と定める。 

 ２項歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出予算」に

よる。 

 一時借入金です。第２条 地方自治法第２３５条の３第２項の規定による一時借入金の借

入れの最高額は、４，０００万円と定める。 
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 歳出予算の流用です。第３条 地方自治法第２２０条第２項ただし書の規定により、歳出

予算の各項の経費の金額を流用することができる場合は、次のとおりと定める。 

（１）保険給付費の各項で計上された予算額に過不足が生じた場合における款内でのこれら

の経費の各項の間の流用。 

 まず歳出からご説明致します。２１ページをお願いします。 

 １款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費に３４０万３千円の計上、前年比２万５千

円の減で、主な内容は、１７節備品購入費で医療系システムの更新による端末等の購入。１

２節委託料で、前年度計上していた国保標準システムの改修委託業務の減です。 

２２ページです。２目国民健康保険団体連合会負担金に３６４万１千円を計上、前年度比

６３万８千円の減で、主な内容は、１８節負担金補助及び交付金で北海道クラウド負担金の

単価改定による減です。 

 ２３ページです。２項徴税費、１目賦課徴収費に４４９万３千円を計上、前年度比２１４

万４千円の増で、１７節備品購入費で税務徴収車購入による増です。 

 ２４ページをご覧下さい。３項１目運営協議会費に１６万４千円を計上、前年度と同額で

す。 

２５ページです。２款保険給付費、１項療養諸費、１目一般被保険者療養給付費に３億６，

０００万円を計上、前年度と同額です。 

 ２６ページをご覧下さい。３目一般被保険者療養費に４００万円を計上、前年度と同額で

す。 

 ２７ページです。５目審査支払手数料に１００万円を計上、前年度と同額です。 

 ２８ページです。２項高額療養費、１目一般被保険者高額療養費に５，１５０万円を計上、

前年度と同額です。 

２９ページです。３目一般被保険者等高額介護合算療養費に２万円を計上、給付見込によ

る増です。 

 ３０ページです。３項移送費、１目一般被保険者移送費に７万円を計上、前年度と同額で

す。  

３１ページです。４項助産諸費、１目出産育児一時金に１５０万円を計上、前年度比６６

万の増で出産育児一時金の引上げと給付見込みによる増です。 

３２ページです。２目審査支払手数料に、１千円を計上、前年度同額です。 

３３ページです。５項葬祭諸費、１目葬祭費、４５万円を計上。前年度と同額です。 

３４ページです。３款国民健康保険事業費納付金、１項医療給付費分、１目一般被険者医

療給付費分に９，７４９万１千円を計上、前年度比３６０万５千円の減で北海道の納付金算

定に基づくものです。 

３５ページをご覧下さい。２項後期高齢者支援金等分、１目一般被保険者後期高齢者支援

金等分に３，０３７万６千円の計上、前年度比９６万７千円の減で、北海道の算定に基づく

ものです。  

３６ページです。３項１目介護納付金分に１，０６６万３千円を計上、前年度比１千円の

減で、北海道の算定に基づくものです。 

 ３７ページです。６款保健事業費、１項１目特定健康診査等事業費に４０３万２千円を計

上、前年と同様の内容です。 
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３８ページです。２項１目保健事業費に１，３５４万５千円を計上、前年度比２２２万９

千円の増で、主な内容は、１１節役務費で帯状疱疹予防接種料の追加、１２節委託料で特定

健診受診率向上支援等共同事業委託料にデータヘルス計画の作成委託分を追加。１７節備品

購入費でオンライン会議に対応する端末の購入による追加となっております。 

 ３９ページです。７款１項１目基金積立金に１万５千円の計上、前年度比３千円の増です。 

 ４０ページです。８款１項公債費、１目利子に１千円を計上、前年度と同額です。 

 ４１ページです。９款諸支出金、１項償還金、１目一般被保険者保険税還付金に７０万円

を計上、前年度と同額です。 

 ４２ページです。３目償還金に８８万３千円を計上、前年度比７６９万７千円の減で、返

還見込みによる計上です。 

４３ページです。１０款１項１目予備費に１７万１千円を計上、前年度比１万５千円の増

です。 

 続きまして、歳入をご説明致します。 

８ページをご覧下さい。１款１項国民健康保険税、１目一般被保険者国民健康保険税に１

億１７７万５千円の計上、１，５５１万６千円の減で、所得割、平等割の引き下げによるも

のです。 

９ページをご覧下さい。２款使用料及び手数料、１項手数料、１目督促手数料について、

督促手数料の廃止による減額となっております。 

１０ページをご覧下さい。３款道支出金、１項道負担金、１目保険給付費等交付金に４億

３，３１５万円を計上、前年度比２００万１千円の増で保険給付費等交付金、特別交付金の

実績見込みによる増です。 

１１ページをご覧下さい。４款財産収入、１項財産運用収入、１目利子及び配当金に１万

５千円を計上、前年比３千円の増です。 

 １２ページです。５款繰入金、１項１目一般会計繰入金に３，５３８万７千円の計上、前

年度比１４５万円の増で、実績見込みによる増です。 

１３ページです。２項１目基金繰入金に１，７０７万３千円を計上、前年度比４１１万４

千円の増で、税率引き下げに伴う道への納付金の財源の他、国保加入者の予防接種や検診費

用、税の徴収者等にあてる見込みです。 

 １４ページです。６款１項１目繰越金は１千円を計上、前年度と同額です。 

 １５ページです。７款諸収入、１項延滞金加算金及び過料、２目一般被保険者延滞金に３

０万円の計上、前年度と同額です。 

 １６ページです。２項１目預金利子に１千円を計上、前年度と同額です。 

１７ページ、７款諸収入、３項雑入、１目一般被保険者第三者納付金に、１千円を計上、前

年度と同額です。 

 １８ページです。３目一般被保険者返納金に１千円を計上で、前年度と同額です。 

 １９ページです。５目雑入に４０万円を計上。前年度比１０万円の増です。 

 ２０ページです。８款国庫支出金、２項国庫補助金、１目財政調整交付金に１万５千円を

計上、実績見込みによる増です。 

説明は以上です。よろしくお願いします。 
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 ● 議案第２６号 令和５年度知内町後期高齢者医療特別会計予算について 

 

◎ 議  長（伊藤政博） 

 次に日程第４、議案第２６号、『令和５年度知内町後期高齢者医療特別会計予算について』

説明を求めます。 

 生活福祉課長。 

◎ 生活福祉課長（高田正志） 

 議案第２６号。令和５年度知内町後期高齢者医療特別会計予算について。 

 令和５年度知内町後期高齢者医療特別会計予算は、次に定めるところによる。 

 歳入歳出予算でございます。第１条、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ８，１５

５万１千円と定める。 

 ２項歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出予算」に

よる。 

 歳出から説明致します。５６ページをお願いします。 

 １款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費に３８２万２千円を計上、前年度比５８万

２千円の減で、主な内容は、前年度計上していました１７節備品購入費の検診用機器購入費

の減です。 

 ５７ページです。２項１目徴収費に２０万８千円を計上、前年度比３千円の減で前年度と

大きく変わりはありません。 

 ５８ページです。２款１項１目後期高齢者医療広域連合納付金に７，７５１万７千円を計

上、前年度比２６２万７千円の減で、北海道後期高齢者医療広域連合の算定に基づくもので

す。 

 ５９ページです。３款諸支出金、１項償還金及び還付加算金、１目保険料還付金に２千円

を計上、前年度と同額です。 

６０ページです。２項繰出金、２目一般会計繰出金に１千円の計上、前年度と同額です。 

６１ページです。４款１項１目予備費に１千円を計上、前年度と同額です。 

続きまして、歳入のご説明を致します。４９ページをご覧下さい。 

１款１項１目後期高齢者医療保険料に５，０３３万１千円を計上、前年度比２６０万１千

円の減で、後期高齢者医療保険料の収入見込み額の減によるものです。 

 ５０ページです。２款使用料及び手数料、１項１目督促手数料ですが、督促手数料の廃止

による減額となっております。 

５１ページです。３款繰入金、１項１目一般会計繰入金に３，１２１万５千円を計上、前

年度比６０万６千円の減で、歳出で説明しました北海道後期高齢者医療広域連合の算定に基

づく納付金等に対応したものです。 

５２ページです。４款１項１目繰越金に１千円を計上、前年度と同額です。 

５３ページです。５款諸収入、１項延滞金加算金及び過料、１目延滞金に１千円を計上、

前年度と同額です。 

５４ページです。２項雑入、１目保険料還付金に２千円を計上、前年度と同額です。 

５５ページです。２目雑入に１千円を計上、前年度と同額です。 
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以上で説明を終わります、よろしくお願いします。 

 

 

● 議案第２７号 令和５年度知内町介護保険特別会計予算について 

 

◎ 議  長（伊藤政博） 

 次に日程第５、議案第２７号、『令和５年度知内町介護保険特別会計予算について』説明

を求めます。 

 生活福祉課長。 

◎ 生活福祉課長（高田正志） 

 議案第２７号、令和５年度知内町介護保険特別会計予算について。 

 令和５年度知内町介護保険特別会計予算は、次に定めるところによる。 

 歳入歳出予算です。第１条、歳入歳出の総額予算は、保険事業勘定歳入歳出それぞれ５億

５，０５０万６千円、介護サービス事業勘定歳入歳出それぞれ２９０万円と定める。 

 ２項歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出予算」に

よる。 

 一時借入金です。第２条、地方自治法第２３５条の３第２項の規定による一時借入金の借

入れの最高額は、保険事業勘定３，０００万円と定める。 

 歳出予算の流用です。第３条、地方自治法第２２０条第２項ただし書の規定により歳出予

算の各項の経費の金額を流用することができる場合は、次のとおりと定める。 

 （１）保険給付費の各項に計上した予算額に過不足を生じた場合における同一款内でのこ

れらの経費の各項の間の流用です。 

 歳出から説明致します。 

 ９５ページをご覧下さい。１款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費に２３１万７千

円の計上、前年度比１５万５千円の増額で、主に介護保険車両の車検による増です。 

 ９６ページです。２項徴収費、１目賦課徴収費に８万７千円の計上、前年度比 1 千円増で

前年度と大きく変わりはありません。 

 ９７ページです。３項１目介護認定審査会費に３２４万円の計上、前年度比１０万７千円

の減で、認定審査会共同設置負担金の減によるものです。 

 ９８ページをご覧下さい。２目認定審査費に１６６万２千円の計上、前年度比７１万１千

円の減で、１１節役務費及び１３節委託料で認定件数見込みによる減です。 

９９ページです。４項運営協議会費、１目介護保険運営協議会費に１６万５千円の計上、

前年度比７万９千円の増で、介護保険第９期計画策定に伴う協議会開催回数の増によるもの

です。 

 １００ページです。２款１項保険給付費、１目介護サービス等給付費に４億６，５８５万

円の計上、前年度比２８２万５千円の増で、介護サービス費等の給付見込みの増によるもの

です。 

 １０１ページです。２項１目高額介護サービス等給付費に１，４４０万円の計上、前年度

比３２０万円の増で、高額介護サービス費等の給付見込額の増によるものです。 

 １０２ページです。２目高額合算介護サービス等給付費に２８０万円の計上、前年度比２
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０万円の増で、高額合算介護サービス等給付費見込みの増によるものです。 

 １０３ページです。３項その他諸費、１目審査支払手数料に、５０万円の計上、前年度と

同額です。 

１０４ページです。３款１項基金積立金、１目介護保険事業基金積立金に１万円の計上、

前年度と同額です。 

 １０５ページです。４款地域支援事業費、１項１目介護予防・生活支援サービス事業費に

２，９３５万７千円の計上、前年度比２１１万７千円の増で、主に、１８節負担金補助及び

交付金で介護サービス等給付費の増です。 

 １０６ページです。２目介護予防ケアマネジメント事業費に１９０万２千円の計上、前年

度比２２万７千円の増で主に１３節使用料及び賃借料で、総合行政システム利用料の増です。 

 １０７ページです。２項１目一般介護予防事業費に３９４万４千円の計上、前年度比２３

万５千円の増で、主に７節報償費で、介護予防教室の実施回数の増によるものです。 

 １０８ページです。４款地域支援事業費、３項包括的支援事業費・任意事業費、１目包括

的支援事業費に９２４万９千円の計上、前年度比２２万２千円の増で、主に８節旅費及び１

０節需用費で主任介護専門員ケアマネージャーの資格更新に係る増です。 

 １０９ページです。２目任意事業費に１１６万９千円の計上、前年度と同額です。 

 １１０ページです。３目生活支援体制整備事業費に１，３１４万円の計上、前年度比２７

万７千円の増で、主に１節報酬で、協議会開催回数の増によるものです。 

１１１ページです。４目認知症総合支援事業費に２４万７千円の計上、前年度比２２万３

千円の増で、主に８節旅費及び１０節需用費で認知症研修に係る旅費や受講料による増です。 

 １１２ページです。５目在宅医療介護連携推進事業費に４４万３千円の計上、前年度比２

８万４千円の減で、１８節負担金補助及び交付金で在宅医療介護連携推進事業協議会共同設

置負担金の減によるものです。 

１１３ページです。５款諸支出金、１項償還金及び還付加算金、１目第１号被保険者保険

料還付金に２万１千円の計上、前年度と同額です。 

 １１４ページです。２目償還金に１千円の計上、前年度と同額です。 

１１５ページです。３目第１被保険者還付加算金に１千円の計上、前年度と同額です。 

１１６ページです。２項繰出金、１目一般会計繰出金に１千円の計上、前年度と同額です。 

 続きまして、歳入の説明です。６７ページをご覧下さい。 

 １款保険料、１項介護保険料、１目第１号被保険者保険料に９，５５４万１千円の計上、

４５万３千円の増で、介護保険料の収入見込みによる増です。 

 ６８ページです。２款使用料及び手数料、１項手数料、１目督促手数料ですが、督促手数

料の廃止による減です。 

 ６９ページです。３款国庫支出金、１項国庫負担金、１目介護給付費負担金に８，３１１

万５千円の計上、前年度比１２２万５千円の増で、介護給付サービス費の見込みによる増で

す。 

尚、７９ページまでの増減理由は、すべて同じことから、予算額のみ説明させて頂きます。 

 ７０ページです。２項国庫補助金、１目調整交付金に３，１４３万２千円の計上、前年度

比４０万８千円の増です。 

 ７１ページです。２目地域支援事業（介護予防事業）交付金に６２７万２千円の計上、前
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年度比４４万３千円の増です。 

 ７２ページです。３目地域支援事業（包括的支援事業・任意事業）交付金に８２１万９千

円の計上、前年度比１万７千円の増です。 

 ７３ページです。５目保険者機能強化推進交付金に５３万５千円の計上、前年度比３０万

５千円の減です。 

７４ページです。７目保険者努力支援交付金に５９万５千円の計上、前年度比２５万円の

減です。 

 ７５ページです。４款１項支払基金交付金、１目介護給付費交付金に１億３，０５５万９

千円の計上、前年比１６８万２千円の増です。 

 ７６ページです。２目地域支援事業交付金に６７７万４千円の計上、前年度比４７万８千

円の増です。 

７７ページ、５款道支出金、１項道負担金、１目介護給付費負担金に７，４０４万円の計

上、前年度比８０万１千円の増です。 

７８ページです。２項道補助金、１目地域支援事業（介護予防事業）交付金に３１３万６

千円の計上、前年度比２２万２千円の増です。 

 ７９ページ、２目地域支援事業（包括的支援事業･任意事業）交付金に４１０万９千円の計

上、前年度比９千円の増です。 

 ８０ページです。６款財産収入、１項財産運用収入、１目利子及び配当金に１万円の計上、

前年度と同額です。 

８１ページです。７款繰入金、１項一般会計繰入金、１目介護給付費繰入金に６，０４４

万５千円の計上、前年度比７８万円の増で、介護給付サービス費の増によるものです。 

８２ページです。２目地域支援事業（介護予防事業）交付金に３１３万６千円を計上、前

年度比２２万２千円の増で、介護給付サービス費の増です。 

 ８３ページです。３目地域支援事業（包括的支援事業・任意事業）交付金に４１０万９千

円を計上、前年比９千円の増で、介護給付サービス費の増によるものです。 

 ８４ページです。４目その他一般会計繰入金に１，７６０万５千円を計上、前年度比２４

万２千円の増で、事務費分の繰入金の増によるものです。 

 ８５ページです。５目低所得者保険料軽減繰入金に８５４万５千円を計上、前年度比３０

万５千円の増で、低所得者保険料の軽減見込みによるものです。 

 ８６ページです。２項基金繰入金、１目介護保険事業基金繰入金に９４２万２千円を計上、

前年度比１５２万８千円の増で、介護給付サービス費及び地域支援事業費の実施に伴い基金

から繰入れするものです。 

 ８７ページです。３項１目介護サービス事業勘定繰入金に２９０万円を計上、前年度比４

０万円の増です。 

 ８８ページです。８款１項１目繰越金に、１千円を計上、前年度と同額です。 

 ８９ページです。９款諸収入、１項延滞金、加算金及び過料、１目第１号被保険者延滞金

に１千円を計上。前年度と同額です。 

９０ページです。２目過料に１千円を計上、前年度と同額です。 

９１ページです。２項１目預金利子に１千円を計上、前年度と同額です。 

９２ページです。３項雑入、１目第三者納付金に１千円を計上、前年度と同額です。 
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９３ページです。２目返納金に１千円を計上、前年度と同額です。 

９４ページです。３目雑入に１千円を計上、前年度と同額です。 

次にサービス事業勘定をご説明致します。 

歳出から説明しますので、１２３ページをご覧下さい。 

１款諸支出金、１項繰出金、１目保険事業勘定繰出金に２９０万円の計上、前年度比４０

万円の増です。 

次に歳入です。１２２ページです。１款サービス収入、１項予防給付費収入、１目居宅支

援サービス計画費収入に歳出と同額の２９０万円の計上です。 

以上で説明を終わらせて頂きます。よろしくお願いします。 

◎ 議  長（伊藤政博） 

ここで、昼食のため暫時休憩致します。 

再開は、午後１時と致します。 

              （休憩 午後１２時００分） 

              （再開 午後 １時００分） 

◎ 議  長（伊藤政博） 

休憩を取り消し、会議を再開致します。 

只今の出席議員数は、９人です。 

 

 

● 議案第２８号 令和５年度知内町水道事業会計予算について 

 

◎ 議  長（伊藤政博） 

 次に日程第６、議案第２８号、『令和５年度知内町水道事業会計予算について』説明を求

めます。 

 建設水道課長。 

◎ 建設水道課長（佐藤和人） 

 １２７ページです。 

 議案第２８号、令和５年度知内町水道事業会計予算について。 

 総則、第１条 令和５年度知内水道事業会計の予算は、次に定めるところによる。 

 業務の予定量。第２条 業務の予定量は次のとおりとする。 

 （１）給水戸数     ２，００４戸 

 （２）年間総給水量   ８０２，６５４ｍ³ 

 （３）１日平均給水量  ２，１９９ｍ³ 

（４）主要な建設改良事業、浄水施設改良費１，３６０万円。配水設備改良費１，３８０万

円。営業設備費１，１１０万円。消火栓設置費１９５万円。 

 収益的収入及び支出。第３条 収益的収入及び支出の予定額は、次のとおり定める。 

 収入になります。１款水道事業収益、１項営業収益、１億１，５８５万１千円、２項営業外

収益２，２４４万４千円、３項特別利益４千円、合計１億３，８２９万９千円。 

 支出になります。１款水道事業費、１項営業費用、１億４，５８７万２千円。２項営業外費

用５５７万７千円。３項特別損失４千円。４項予備費１００万円。合計１億５，２４５万３
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千円です。 

 資本的収入及び支出になります。第４条、資本的収入及び支出の予算額は、次のとおり定

める。資本的収入額が、資本的支出額に対し不足する額、４，２５４万６千円は、当年度分消

費税及び地方消費税資本的収支調整額３６７万７千円、減債積立金１，３５６万５千円、過

年度損益勘定留保資金２，５３０万４千円で補填するものとする。 

 （収入）。１款資本的収入、１項他会計補助金３０１万９千円。２項工事負担金１９５万

円。３項補償金６５０万円。合計１，１４６万９千円。 

 （支出）。１款資本的支出、１項建設改良費４，０４５万円。２項企業債償還金１，３５６

万５千円。合計５，４０１万５千円です。 

（議会の議決を経なければ流用することのできない経費）第５条、次に掲げる経費につい

ては、その経費の金額を、それ以外の経費の金額に流用し、又はそれ以外の経費をその経費

の金額に流用する場合は、議会の議決を経なければならない。 

項目、（１）職員給与費、予定額１，８２６万２千円。 

他会計からの補助金。第６条。営業助成のため、一般会計からこの会計へ補助を受ける金

額は３７３万６千円である。 

たな卸資産購入限度額、第７条、棚卸資産の購入限度額は、１，０００万円と定める。予算

内容を令和５年度知内町水道事業会計予算実施計画内訳書で説明致しますので、１３１ペー

ジをお開き下さい。 

収益的収入について、ご説明致します。１款水道事業収益が合計１億３，８２９万９千円

であります。内訳と致しまして、１項営業収益１億１，５８５万１千円です。これは１目給

水収益１節水道料金で１億１，５００万円。これは、令和４年度の実績を考慮し、年間有収

水量８０２，６５４ｍ³としております。２目他会計負担金、１節消火栓管理費が４０万７千

円。３目その他の営業収益が４４万４千円。審査手数料、開栓手数料の減を見込んでおりま

す。２項営業外収益は２，２４４万４千円です。１目受取利息及び配当金から４目雑収益ま

で昨年と大きく変わるものではありません。 

１３２ページをお開き下さい。３項特別利益、１目過年度損益修正益は４千円です。 

収益的支出であります。１３３ページになります。１款水道事業費用、合計で１億５，２

４５万３千円であります。内訳と致しまして、１項営業費用合計が、１億４，５８７万２千

円です。これは１目原水及び浄水費が、３，８３６万１千円になります。主なものとしては、

４節委託料２，８５０万４千円で、水道施設運転維持費管理業務委託１，８４８万４千円、

水質検査２０６万３千円、電気計装保安点検３５０万円、電気保安点検２５万１千円他とな

ります。７節修繕費で、３０５万円です。浄水場の修理費用になります。９節動力費で４５

０万円、電気料金で、電気料金の高騰により、昨年度より１７０万円と増額としております。 

１３４ページ、２目配水及び給水費が１，０８６万８千円です。主なものと致しましては、

１節給料から４節法定福利費まで、採用職員１名分の給料分であります。８節委託料として

１００万円、これは漏水調査の委託料を計上しております。あと、９節修繕費に２００万円

です。 

１３５ページになります。３目総係費で２，５７０万７千円。これは１節給料から４節法

定福利費が職員２名分の給料関係分です。また、１１節１，０８３万円で、事業変更の為水

道事業計画変更申請９２０万円、システム補修料３８万円、決算業務補助委託料として、２
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１万円です。その他大きく変わるものではありません。 

 １３６ページになります。４目減価償却費で６，８４７万２千円です。昨年度と大きく変

わるものではございません。５目資産減耗費２４６万２千円で、同じく昨年と大きく変わる

ものではありません。６目その他の営業費用で、１節雑収入で２千円です。 

１３７ページです。２項営業外費用で５５７万７千円であります。昨年度と大きく変わる

ものではありません。３項特別損失１目過年度損益修正損で４千円になります。 

 １３８ページになります。４項予備費、１目予備費、１節予備費で１００万円です。 

１３９ページになります。１款資本的収入が、合計１，１４６万９千円です。これは、１項

他会計補助金、１目他会計補助金で３０１万９千円です。２項工事負担金、１目工事負担金、

１９５万９千円で、上雷地区消火栓更新工事１基分であります。３項補償金、１目移設補償

金、６５０万円で、中の川の改修事業にかかる中の川仮設水道管撤去及び港橋の実施設計分

であります。 

１４０ページであります。1款資本的支出が合計５，４０１万５千円。１項建設改良費合計

で４，０４５万円です。これは１目浄水施設改良費で１，３６０万円、１節工事請負費１，０

６０万円。これは毎年計画的に実施しております各浄水場の電気設備の更新費用です。 

２節委託料で、元町浄水場の無停電電源装置更新業務委託として３００万円。２目配水設備

費で、１，３８０万円。内訳と致しましては、工事請負費１，０４０万円で、負担金による中

の川の仮設水道管撤去費用３１０万円、また漁家団地の配水管の更新費用７３０万円を計上

しております。３目営業設備費１，１１０万円で、１節メーター費、取替２６４個、新設２６

個分の製品代とメーターの交換委託費用であります。４目消火栓設置費、１９５万円で先程

申しました上雷地区１箇所分の消火栓更新費用です。２項企業債償還金、１，３５６万５千

円です。 

 続きまして、１４２ページをご覧下さい。知内町水道事業予定キャッシュフローの計算で

あります。 

 １ 業務活動によるキャッシュフローが、合計で２，５７２万２千となります。 

 ２ 投資活動によるキャッシュフローは、合計でマイナス２，５８９万円となります。 

３ 財務活動によるキャッシュフローは、合計でマイナス１，３５６万５千円となります。 

１の業務活動、２の投資活動、３の財務活動のキャッシュフローを合計した結果、資金減

少額が１，３７３万２千円となり、資金期末残高見込み額で３億８，３４６万２千円となり

ます。 

 続きまして、１４９ページをお開き下さい。知内町、湯ノ里、小谷石の３浄水場の維持管

理業務委託について、維持管理の技術向上による安定的な水道水の供給体制を図る目的で、

実施に伴う債務負担行為の設定であります。事項として、知内町水道施設運転維持管理業務

委託。限度額７，６００万円、当該年度以降の支払う義務発生する予定額期間が、令和４年

度から令和７年度までで金額が５，５１４万４千円となります。 

尚、１４５ページから１５８ページ、１４９ページを除くページについては説明を省略さ

せて頂きます。 

以上で説明を終わらせて頂きます。よろしくお願い致します。 
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● 議案第２９号 令和５年度知内町下水道事業会計予算について 

 

◎ 議  長（伊藤政博） 

 次に日程第７、議案第２９号、『令和５年度知内町下水道事業会計予算について』説明を

求めます。 

 建設水道課長。 

◎ 建設水道課長（佐藤和人） 

 １５９ページ。議案第２９号になります。 

令和５年度知内町下水道事業会計予算について。 

総則。第１条、令和５年度知内町下水道事業会計予算は、次に定めるところによる。 

業務の予定量。第２条、業務の予定量は、次のとおりとする。 

（１）接続戸数       １，１１４戸 

（２）年間有収水量   ２７７，４００ｍ³ 

（３）１日平均有収水量     ７６０ｍ³ 

（４）主要な建設改良事業、管路施設改良費８０万円、マンホールポンプ施設改良費２，

４２０万円、処理場建設改良費３３０万円。 

収益的収入及び支出になります。第３条、収益的収入及び支出の予定額は、次のとおり定

める。収入になります。１款下水道事業収益、１項営業収益が４，０８６万円、２項営業外収

益２億４，５３０万７千円。特別利益４千円。合計２億８，６１７万１千円となります。 

続きまして、１６０ページになります。支出になります。１款下水道事業費用、１項営業

費用が２億３，１１２万２千円。２項営業外費用１，０８３万３千円。３項特別損失４千円。

４項予備費、１００万円。合計が２億４，２９５万９千円となります。 

資本的収入の支出。第４条、資本的収入及び支出の予定額は、次のとおり定める、資本的

収入額が、資本的支出に対し不足する６，８５８万１千円は、当年度分消費税及び地方消費

税が資本的収入調整額２５７万３千円、減債基金積立金７，０７８万１千円で補填するもの

とする。 

収入（１）資本的収入、１項企業債１，３７０万円、２項他会計補助金１，６００万円、３

項工事負担金８０万円、合計３，０５０万円。 

支出になります。１款資本的支出、１項建設改良費、２，８３０万円、２項企業債償還金

７，０７８万１千円。合計９，９０８万１千円となります。 

議会の議決を経なければ流用することのできない経費として、第５条、次に掲げる経費に

ついては、その経費の金額を、それ以外の経費の金額に流用し、又はそれ以外の経費をその

経費の金額に流用する場合は、議会の議決を経なければならない。 

（１）職員給与、１，０４９万 1千円 

他会計からの補助金、第６条、営業助成のため、一般会計からこの会計へ補助を受ける金

額は１億６，２４３万１千円である。 

たな卸資産購入限度額、第７条、棚卸資産の購入限度額は、１，０００万円と定める。 

まず始めに、お詫びを申しあげます。１７６ページ、知内町下水道事業予定損益計算書で、

会計システムで実施計画書が作成された当時自動的に損益計算書に反映されると考えており

ますが、修正されると反映されるということが確認されました。また、１７７ページ、貸借
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対照表において、令和４年度に実施致しました固定資産調査結果が反映されておらず、令和

５年度分の昇格のみを計上しておりました。その為１７６ページから、１７９ページの３ペ

ージについては、差し替えさせて頂きました。これはシステムの理解不足とチェック不足で

ありました。今後このような事の無いように気を付けて参ります。大変申し訳ありませんで

した。 

説明に入らせて頂きます。予算内容を令和５年度知内町下水道事業会計予算実施計画書で

ご説明しますので、１６３ページをお開き下さい。 

収益的収入についてご説明致します。１款下水道事業収益が合計２億８，６１７万１千円

であります。内訳と致しまして１項営業収益が４，０８６万円です。これは、１目下水道使

用料、１節公共下水道と２節農業集落排水使用料を合わせて有収水量２７７，４００ｍ³分の

４，０２０万円となります。２目その他営業収益で６６万円です。２項営業外収益が２億４，

５３０万７千円です。１目受取利息及び配当金が預金利息で２千円です。２目他会計補助金、

一般会計からの補助金で１億６，２４３万１千円です。３目長期前受金戻入が８，２８７万

２千円です。４目雑収入が２千円となります。 

１６４ページです。３項特別利益が４千円です。 

収益的支出であります。１６５ページをお開き下さい。１款下水道事業費で合計が２億４，

２９５万９千円であります。内訳といたしまして、１項営業費用が２億３，１１２万２千円、

１目管路費が２３０万円になります。主なものと致しましては、１節委託料を１００万円で、

町道涌元谷地会館線の路面上が、著しい事から試掘調査をする費用です。２目マンホールポ

ンプ費が２０６万円で、これは維持管理費用です。３目処理場費が６，９１３万２千円で、

主なものとしましては、光熱費が１，３５８万円、５節委託料が４，５４４万２千円、これ

は、放流水質の検査費が８０万円、クリーンセンターマンホールポンプの委託料が３０１万

円他となっております。 

１６７ページになります。４目総係費で、２，０２９万７千円です。主なものとしては、１

節給料から４節法定福利まで、職員１名分の計上をしております。７節委託料、７９４万３

千円で、下水道事業の計画変更に４５０万円、公営企業システム移行保守料に１４万３千円、

公営企業会計運営支援に３３０万円を計上しております。あとその他となります。 

１６８ページ、減価償却費です。１億３，５３３万１千円です。６目資産減耗費が２００

万２千円です。２項営業外費用が１，０８３万３千円です。主なものは、支払利息で９３３

万１千円です。３項特別損失が４千円です。４項予備費、１００万円となります。 

１７０ページをお開き下さい。資本的収入になります。１款資本的収入が３，０５０万円

になります。１項起業債が１，３７０万円、２項他会計補助金が１，６００万円で１節補助

事業によるナンバー１３９、マンホールポンプ所の更新に対する補助金です。３項工事負担

金８０万円で１節中の川の改修に伴う仮配水管の撤去費用になります。 

１７１ページをお開き下さい。資本的支出が９，９０８万１千円になります。１項建設改

良費が２，８３０万円で、主なものが、２目マンホールポンプ費建設改良費２，４２０万円

で先程説明しましたナンバー１３９のマンホールポンプ所の更新費用であります。３目浄水

場建設改良費が３３０万円、これは１節委託料でクリーンセンター改築更新に係る設計業務

委託費です。２項企業債償還金で７，０７８万１千円です。尚、１７２ページから１７５ペ

ージまでは説明を省略させて頂きますので、よろしくお願い致します。 
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１７６ページ、知内町水道事業予定損益計算書になります。１の営業収益合計が、３，７

２０万６千円です。２の営業費用が合計で、２億２，３５９万５千円となります。営業費用

から、営業収益を差し引いた営業損失は１億８，６３８万８千円となります。営業外収益が

合計で２億４，５３０万７千円。営業外費用が９３３万１千円。営業外収益と営業外費用か

ら営業損失を差し引いた金額が４，９５８万７千円。特別利益が４千円。特別損失が４千円。

予備費１００万円となります。当年度純利益が４，８５８万７千円。前年度繰越金利益剰余

金が０円。当年度未処分利益剰余金が４，８５８万７千円となります。 

続きまして、１７７ページ知内町下水道事業予定貸借対照表になります。固定資産で、有

形固定資産合計が５６億２７１万３千円となります。資産合計が５６億４，４０２万６千円

となります。 

１７８ページになります。固定負債合計が１，３７０万円。流動負債が合計でマイナス５，

６００万２千円。負債合計がマイナスで６，６８７万２千円。負債合計がマイナス１億９１

７万４千円。剰余金の合計が５７億５，３２０万円。負債資本合計が５６億４，４０２万６

千円となります。 

以上で説明を終わらせて頂きます。よろしくお願い致します。 

◎ 議  長（伊藤政博） 

以上で、一括議題の２２議案の提案説明が終わりました。 

お諮りします。ただいま議題の２２議案について、議長を除く議員全員による予算審査特

別委員会を設置し、地方自法第９８条第１項の規定による審査権を付与の上、これに付託し

て、審査終了まで審議することと致したいが、この取扱いにご異議ございませんか。 

             （「異議なし」の声多数） 

 異議なしと認めます。したがって、議長を除く議員全員による予算審査特別委員会に付託

の上、審査することに決定致しました。 

ここで、暫時休憩します。 

 

◎ 議  長（伊藤政博） 

 休憩を取り消し、会議を再開します。 

 休憩中に令和５年度予算審査特別委員会の正副委員長が決定しておりますので、議長から

そのことについて報告致します。 

 委員長に山田顕人君、副委員長に成澤五郎君、以上のとおり選任することとし、委員会の

構成は、そのように決定致しました。 

 お諮り致します。予算審査特別委員会の議案審査のため、３月９日から１０日にかけて休

会としたいと思いますが、ご異議ございませんか。 

             （「異議なし」の声多数） 

 異議なしと認めます。したがって、３月９日から１０日にかけて休会することに決定致し

ました。 

 

 

● 散会宣言 
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◎ 議  長（伊藤政博） 

 以上で、本日の日程は全部終了致しました。 

 本日はこれにて散会致します。 

 どうもご苦労様でした。 

 

（ 散会 午後１時３０分 ） 


